
　奥阿仁の最深部、中ノ又渓谷の上流部にあり、落差90メー

トル、秀麗な２段構造を形成する「安の滝」。悲恋物語を伝え、

険しい断崖にかかる白いすだれ状の滝の流れが、新緑の息

吹とともに、訪れる人に感動をあたえます。（６月12日撮影）
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平
成
21
年
６
月
定
例
議
会
は
、６
月
16
日
に
開
会
、６
月
26
日
ま
で
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。
議
会
初
日
に
は
、施
政
方
針
と
上
程
さ
れ
た
各
議
案
の

大
綱
質
疑
、ま
た
18
日
、19
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
後
、各

常
任
委
員
会
で
付
託
さ
れ
た
議
案
を
審
議
し
、26
日
の
最
終
日
に
採
決
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
６
月
定
例
議
会
の
行
政
報
告
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

　
総
務
部
関
係 

■
総
務
課 

　
定
額
給
付
金
は
、
給
付
対
象
１
万
４
８

７
８
世
帯
に
対
し
て
、
給
付
金
申
請
書
を

４
月
６
日
に
発
送
し
、
申
請
受
付
を
開
始

し
ま
し
た
。
申
請
受
付
は
94
・
４
％
、
給
付

金
の
振
込
は
91
・
５
％
完
了（
５
月
29
日
現

在
）し
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
未
申
請
者
へ

再
通
知
等
の
対
応
を
検
討
し
ま
す
。 

　
北
朝
鮮
か
ら
の
飛
翔
体
の
発
射
予
告
を

受
け
た
対
応
と
し
て
、「
北
秋
田
市
危
機
管

理
連
絡
室
」
を
立
ち
上
げ
、
県
と
連
携
し

て
情
報
収
集
に
あ
た
る
と
と
も
に
、
被
害

が
発
生
し
た
場
合
等
に
備
え
、
各
部
課
に

周
知
を
図
り
ま
し
た
。
北
朝
鮮
で
は
、
さ

ら
に
地
下
核
実
験
な
ど
が
行
わ
れ
て
お
り
、

市
民
に
対
す
る
重
大
な
脅
威
と
し
て
捉
え
、

安
全
・
安
心
の
確
保
と
不
安
解
消
に
向
け

て
可
能
な
対
策
に
努
め
ま
す
。 

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
国
内
で
の

感
染
者
が
拡
大
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、

感
染
者
は
３
８
４
人（
６
月
２
日
現
在
）と

な
っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
４
月
28
日
に
「
北

秋
田
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
連
絡

室
」
を
設
置
し
、
発
熱
相
談
と
情
報
収
集
業

務
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
国
内
感
染
者

の
発
生
を
受
け
「
北
秋
田
市
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
対
策
本
部
」
を
設
置
し
、
相
談
窓
口

業
務
や
情
報
収
集
を
継
続
し
な
が
ら
、
医

療
機
関
及
び
関
係
機
関
等
と
の
連
絡
調
整

や
医
療
体
制
の
整
備
、
住
民
へ
の
情
報
提

供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
内
発
生

時
に
備
え
発
熱
外
来
セ
ン
タ
ー
の
設
置
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
市
内
の
医
療
機
関

が
連
携
し
た
体
制
で
、
感
染
者
の
発
生
状

況
を
注
視
し
な
が
ら
対
応
強
化
に
努
め
ま

す
。 

■
総
合
政
策
課 

　
機
構
改
革
は
、
課
の
配
置
変
更
等
に
伴

う
戸
惑
い
も
一
部
に
あ
り
ま
し
た
が
、
住

民
へ
の
周
知
を
図
り
な
が
ら
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。 

　
平
成
20
年
度
の
国
の
補
正
予
算
で
創
設

さ
れ
た
地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨
時
交

付
金
、
６
億
１
７
８
万
４
千
円
全
額
を
平

成
21
年
度
に
繰
越
し
て
お
り
ま
す
が
、
５

月
ま
で
に
約
２
億
２
千
５
百
万
円
の
事
業

が
発
注
さ
れ
、
残
り
の
事
業
も
す
み
や
か

に
着
手
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
行
財
政
改
革
は
、
第
１
回
本
部
会
議
を

開
催
し
、「
行
財
政
改
革
大
綱
」
の
成
案
策

定
に
向
け
て
協
議
を
行
な
い
ま
し
た
。 

　
広
報
は
、
月
１
回
の
発
行
と
な
り
ま
し

た
の
で
、
関
係
各
課
と
の
連
絡
を
密
に
し

な
が
ら
、
情
報
提
供
の
面
で
市
民
に
不
便

を
か
け
な
い
よ
う
努
め
ま
す
。 

■
内
陸
線
再
生
支
援
室 

　
秋
田
内
陸
線
沿
線
ふ
る
さ
と
教
育
推
進

事
業
は
、
北
秋
田
市
、
仙
北
市
の
小
中
学

校
が
行
な
う
内
陸
線
沿
線
の
地
域
資
源
を

活
用
し
た
「
ふ
る
さ
と
教
育
」
に
対
し
て
、

内
陸
線
の
運
賃
相
当
額
の
助
成
を
す
る
こ

と
に
し
て
お
り
、
５
月
に
は
鷹
巣
・
鷹
巣

南
・
合
川
・
森
吉
中
学
校
が
実
施
し
て
い

ま
す
。 

 

　
財
務
部
関
係 

■
財
政
課 

　
平
成
21
年
２
月
１
日
〜
５
月
25
日
ま
で

の
工
事
等
発
注
状
況
（
５
０
０
万
円
以
上
）

は
37
件
、
契
約
額
は
８
億
４
３
４
５
万
１

千
円
で
す
。 

■
税
務
課 

　
平
成
21
年
度
の
当
初
課
税
状
況
は
、
軽

自
動
車
税
は
課
税
台
数
１
万
６
３
９
１
台
、

課
税
額
が
７
２
０
５
万
円
で
す
。
ま
た
、

固
定
資
産
税
は
納
税
義
務
者
数
が
１
万
７

１
１
２
人
、
課
税
額
は
15
億
４
６
４
９
万

１
千
円
で
す
。 

 

　
市
民
生
活
部
関
係 

■
生
活
課 

　
春
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
は
、
４
月
19
日

早
朝
１
時
間
程
度
、
市
内
全
域
で
実
施
し
、

市
民
の
方
に
一
斉
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。
当
日
は
、
小
中
学
校
や
各
種

団
体
・
民
間
企
業
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
春
の
狂
犬
病
予
防
注
射
、
犬
の
登
録
は
、

市
内
１
０
９
か
所
で
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　「
春
の
交
通
安
全
運
動
」
が
実
施
さ
れ
、

初
日
に
は
、
市
役
所
本
庁
舎
前
で
合
同
出

発
式
を
、
森
吉
庁
舎
前
で
は
総
決
起
集
会

を
開
催
し
て
、
交
通
安
全
推
進
の
決
意
を

新
た
に
し
ま
し
た
。 

■
総
合
窓
口
課 

　
平
成
21
年
４
月
末
日
現
在
の
住
民
登
録

者
数
は
、
３
万
８
０
８
９
人
で
そ
の
内
訳

は
、
男
１
万
７
９
５
８
人
、
女
２
万
１
３
１

人
、
世
帯
数
は
１
万
４
６
２
０
世
帯
で
す
。 

　
戸
籍
電
算
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業
は
、
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
選
考
の
結
果
、

富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ
ス
株

式
会
社
を
選
定
し
、
委
託
契
約
を
締
結
、

平
成
22
年
３
月
31
日
を
履
行
期
限
と
し
た

業
務
を
発
注
し
ま
し
た
。 

            

　
国
民
健
康
保
険
は
、
平
成
21
年
３
月
末

の
加
入
世
帯
数
は
６
１
５
０
世
帯
、
被
保

険
者
数
は
１
万
１
３
７
人
で
、
そ
の
内
、

前
期
高
齢
者
は
４
４
０
８
人
で
す
。 

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
数

は
７
４
７
４
人
で
、
そ
の
内
、
若
年
障
害

者
認
定
数
は
２
９
５
人
で
す
。 

■
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー  

　
機
構
改
革
に
伴
い
、
合
川
、
森
吉
、
阿

仁
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

を
配
置
し
、
市
民
班
、
生
活
班
の
２
班
が

４
月
よ
り
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
戸
籍

関
係
、
各
種
証
明
、
税
の
収
納
等
順
調
に

業
務
を
遂
行
し
て
い
ま
す
。 

　
健
康
福
祉
部
関
係 

 

■
福
祉
課  

　
生
活
保
護
世
帯
数
は
、
３
２
５
世
帯
、

４
２
７
人（
５
月
１
日
現
在
）で
す
。 

　
自
立
支
援
給
付
の
利
用
者
は
、
介
護
給

付
が
１
１
６
人
、
訓
練
等
給
付
が
63
人
、

旧
法
施
設
入
所
等
が
１
２
３
人
、
自
立
支

援
医
療
の
更
生
医
療
が
37
人
、
育
成
医
療

が
４
人
、
精
神
通
院
医
療
が
４
７
１
人（
４

月
１
日
現
在
）で
す
。 

　
子
育
て
応
援
特
別
手
当
は
、
対
象
と
な

る
３
３
５
世
帯
へ
申
請
書
を
発
送
し
、
受

付
を
開
始
し
ま
し
た
。
２
９
３
世
帯（
５
月

末
現
在
）が
支
給
を
受
け
て
い
ま
す
。 

　
保
育
園（
公
立
８
・
私
立
４
）に
入
園
し

た
園
児
８
７
９
人
は
、
楽
し
い
保
育
園
生

活
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。
病
児
・
病
後
時

保
育
事
業
は
、
看
護
師
の
配
置
に
伴
い
、

公
立
７
保
育
園
と
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
ハ
ウ

ス
「
わ
ん
ぱ
あ
く
」
で
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
児
童
手
当
は
、
対
象
者
１
５
０
４
人
に

「
現
況
届
」
用
紙
を
送
付
し
て
い
ま
す
。 

　
市
の
単
独
事
業
「
ひ
と
り
親
家
庭
就
学
祝

金
」
は
、
小
学
校
及
び
中
学
校
へ
の
入
学
時

の
経
済
支
援
と
し
て
、
小
学
生
23
人
、
中

学
生
50
人
の
児
童
生
徒
に
交
付
し
ま
し
た
。 

　
少
子
化
対
策
は
、
男
女
の
出
会
い
の
機

会
を
創
出
す
る
た
め
、「
北
秋
田
市
コ
ウ
ノ

ト
リ
委
員
会
」
に
よ
り
、
秋
田
内
陸
縦
貫

鉄
道
や
大
館
能
代
空
港
を
利
用
し
て
、
出

会
い
の
場
を
計
画
し
ま
す
。 

■
高
齢
福
祉
課 

　
高
齢
者
障
害
者
等
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス

は
、
利
用
登
録
者
数
が
６
３
８
人
で
、
延

べ
利
用
回
数
は
７
８
５
２
回
と
利
用
者
、

利
用
回
数
と
も
に
増
加
し
て
い
ま
す
。 

　
食
の
自
立
支
援
は
、
利
用
登
録
者
が
２

７
３
人
で
、
延
べ
利
用
食
数
は
２
万
９
３

２
３
食
と
利
用
が
伸
び
て
い
ま
す
。 

　
家
族
介
護
慰
労
金
は
、
支
給
人
員
が
３

４
９
人
で
、
在
宅
で
介
護
度
の
高
い
高
齢

者
を
支
援
し
て
い
る
家
庭
が
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。 

　
介
護
保
険
は
、
要
支
援
・
要
介
護
認
定

者
数
が
２
６
２
６
人（
４
月
末
現
在
）と
な

っ
て
お
り
、
そ
の
内
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
が

２
１
２
７
人
で
、
認
定
者
数
に
対
す
る
受

給
率
は
約
81
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
４
期
介
護
保
険

事
業
計
画
は
、
関
係
部
署
と
の
連
携
を
図

り
、
市
民
の
理
解
・
協
力
を
得
な
が
ら
事

業
推
進
に
努
め
ま
す
。 

　
包
括
的
支
援
事
業
の
総
合
相
談
は
、
１

０
６
８
件（
平
成
20
年
度
実
績
）と
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
要
支
援
１
・
２
の
認
定
者
を
対
象
と
し

た
介
護
予
防
支
援
サ
ー
ビ
ス
は
、
で
３
３

９
人（
４
月
末
現
在
）が
利
用
し
て
い
ま
す
。 

■
医
療
推
進
課 

　
市
民
病
院
建
設
工
事
は
、
８
月
の
竣
工

に
向
け
、
順
調
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

建
築
工
事
の
進
捗
率
は
93
％
（
５
月
末
現

在
）
で
、
建
物
外
装
の
作
業
は
ほ
ぼ
終
了

し
、
現
在
は
、
内
装
仕
上
げ
作
業
に
入
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
外
構
工
事
は
２
分
割

で
発
注
し
、
９
月
10
日
、
11
月
30
日
の
竣

工
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
植
栽
工

事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

            

■
阿
仁
病
院 

　
平
成
20
年
度
の
決
算
見
込
み
は
、
外
来

患
者
数
が
２
万
９
５
０
９
人
、
外
来
収
益

額
は
お
よ
そ
３
億
２
０
０
０
万
円
で
す
。

10
月
か
ら
は
市
立
診
療
所
へ
の
移
行
を
予

定
し
て
い
ま
す
。 

■
国
民
健
康
保
険
合
川
診
療
所 

　
平
成
20
年
度
の
外
来
患
者
数
は
、
１
万

３
９
４
８
人
、
外
来
収
入
額
は
お
よ
そ
１

億
７
９
５
８
万
円
で
す
。 

６月定例議会行政報告（その１）６月定例議会行政報告（その１）
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■
健
康
推
進
課 

　
成
人
検
診
事
業
は
、
並
行
し
て
各
種
が

ん
検
診
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
集
団
検
診

は
、
森
吉
地
区
と
阿
仁
地
区
・
合
川
地
区

で
終
了
し
、
現
在
は
、
鷹
巣
地
区
で
実
施

中
で
す
。 

　
介
護
予
防
事
業
は
、
栄
養
教
室
、
口
腔

機
能
向
上
教
室
、
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
教
室
、

運
動
教
室
の
各
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
母
子
保
健
事
業
は
、
乳
幼
児
健
診
、
育

児
相
談
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
講
座
等
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

   

　 

         

　
産
業
部
関
係 

■
農
林
課 

　
水
稲
は
、
播
種
が
ほ
ぼ
例
年
の
と
お
り

と
な
り
ま
し
た
。
育
苗
期
は
、
全
体
的
に

立
ち
枯
れ
病
の
発
生
も
少
な
く
比
較
的
に

順
調
で
し
た
。
田
植
は
、
５
月
20
日
が
ピ
ー

ク
と
平
年
ど
お
り
で
、
風
の
強
い
日
が
多

く
代
枯
れ
の
被
害
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
後
の
生
育
は
好
天
に
恵
ま
れ
順

調
に
回
復
し
て
お
り
ま
す
。
田
植
後
は
、

気
象
変
動
に
応
じ
た
水
管
理
に
努
め
る
よ

う
、
関
係
機
関
等
と
連
携
を
図
り
ま
す
。 

 

新
規
就
農
者
等
の
確
保
・
育
成
は
、
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
農
業
者
育
成
事
業
で
県
農
業
試

験
場
に
２
人
が
研
修
し
て
お
り
ま
す
。
研

修
で
得
た
知
識
・
技
術
を
活
用
し
、
将
来

の
北
秋
田
市
農
業
の
担
い
手
と
な
る
よ
う

育
成
に
努
め
ま
す
。 

　
市
営
牧
場
は
、
３
牧
場
か
ら
２
牧
場
へ

の
再
編
を
視
野
に
、
草
地
林
地
一
体
的
利

用
総
合
整
備
事
業
を
導
入
し
、
良
質
粗
飼

料
の
増
産
確
保
に
努
め
、
家
畜
農
家
の
生

産
活
動
の
維
持
促
進
を
図
り
経
営
の
安
定

に
努
め
ま
す
。 

　
林
業
施
設
整
備
は
、
木
の
香
る
ま
ち
等

施
設
整
備
事
業
で
、
浦
田
交
流
セ
ン
タ
ー
、

今
泉
交
流
セ
ン
タ
ー
の
建
設
工
事
に
向
け

た
設
計
業
務
委
託
を
発
注
し
て
い
ま
す
。 

 

秋
田
の
森
林
づ
く
り
事
業
は
、
内
陸
線
沿

線
の
森
林
を
観
光
資
源
と
位
置
付
け
、
沿

線
の
ス
ギ
人
工
林
間
伐
と
枝
打
ち
及
び
広

葉
樹
林
の
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

■
商
工
観
光
課 

　
市
で
は
、
１
月
に
「
北
秋
田
市
緊
急
雇
用

対
策
本
部
」
を
立
ち
上
げ
、
企
業
支
援
及
び

雇
用
の
確
保
な
ど
の
対
策
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
緊
急
雇
用
創
出
臨
時
対
策
基
金
事

業
と
し
て
、
延
べ
20
人
の
雇
用
を
創
出
し
、

今
後
、
追
加
募
集
し
て
11
人
を
雇
用
を
す

る
予
定
で
す
。
市
単
独
雇
用
事
業
は
６
名

を
臨
時
雇
用
し
て
、
雇
用
の
下
支
え
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
臨
時
対

策
基
金
事
業
は
、
県
に
申
請
中
で
あ
り
、

16
名
の
新
規
雇
用
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。 

　
観
光
振
興
は
、
森
吉
山
稚
児
平
の
高
山

植
物
の
保
護
並
び
に
土
砂
流
出
防
止
の
た

め
に
行
な
う
砕
石
運
搬
な
ど
の
環
境
整
備

復
旧
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
森
吉

山
山
開
き
行
わ
れ
、
１
３
０
名
が
参
加
し
、

今
年
度
の
安
全
登
山
を
祈
願
し
ま
し
た
。 

            

　
東
京
圏
ふ
る
さ
と
会
は
、
阿
仁
会
の
総

会
が
１
２
０
名
の
出
席
の
も
と
、
東
京
都

内
で
開
催
さ
れ
、
情
報
交
換
の
機
会
と
し

て
交
流
を
図
り
ま
し
た
。 

 

　
建
設
部
関
係 

■
都
市
計
画
課 

　
都
市
計
画
道
路
・
太
田
川
口
線
の
工
事

の
状
況
は
、
第
１
期
、
第
２
期
工
事
が
完

成
し
て
お
り
、
第
３
期
工
事
が
６
月
末
ま

で
に
完
成
の
予
定
で
す
。
ま
た
、
第
４
期

工
事
は
９
月
末
ま
で
に
完
成
の
予
定
で
す
。 

　
市
の
平
成
20
年
度
建
築
確
認
申
請
総
数

は
２
３
３
件
で
す
。 

■
建
設
課 

　
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
事
業
は
、

東
根
田
下
杉
線
の
用
地
売
買
の
仮
契
約
を

締
結
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
活
性
化
・

生
活
対
策
臨
時
交
付
金
事
業
は
、
計
画
16

路
線
の
う
ち
測
量
設
計
業
務
委
託
６
件
、

道
路
改
良
工
事
６
件
を
発
注
し
て
い
ま
す
。 

■
上
下
水
道
課 

　
公
共
下
水
道
事
業
は
鷹
巣
処
理
区
の
、

太
田
屋
敷
後
と
高
野
尻
地
区
の
一
部
、
柳

中
地
区
の
一
部
、
米
内
沢
処
理
区
の
、
根
小

屋
地
区
の
一
部
を
供
用
開
始
し
て
い
ま
す
。 

　
上
水
道
事
業
は
、
東
中
岱
地
区
配
水
管

布
設
工
事
１
件
を
発
注
し
て
い
ま
す
。 

　
簡
易
水
道
事
業
は
、
米
内
沢
第
３
水
源

地
井
戸
増
設
工
事
実
施
設
計
業
務
委
託
、

森
吉
・
合
川
地
区
統
合
簡
易
水
道
施
設
整

備
事
業
補
助
申
請
・
実
績
報
告
業
務
委
託

２
件
を
発
注
し
て
い
ま
す
。 

　
消
防
本
部
関
係

 

■
常
備
消
防 

　
平
成
21
年
１
月
か
ら
４
月
ま
で
の
災
害

件
数
は
、
火
災
は
８
件
発
生
し
、
そ
の
内

訳
は
建
物
火
災
が
３
件
、
林
野
火
災
１
件
、

そ
の
他
火
災
が
４
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
救
急
出
場
件
数
は
４
４
７
件
で
、
内
訳

は
急
病
３
１
４
件
、
一
般
負
傷
44
件
転
院

搬
送
43
件
、
交
通
事
故
27
件
な
ど
と
な
っ

て
お
り
、
４
２
０
人
を
搬
送
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
救
助
出
場
件
数
は
、
12
件
で
そ
の

う
ち
１
人
を
救
出
し
て
い
ま
す
。 

　
消
防
の
広
域
化
は
、
第
２
回
連
絡
調
整

会
議
が
開
催
さ
れ
、
広
域
化
の
手
法
に
つ

い
て
大
館
市
が
委
託
、
他
４
市
町
村
が
一

部
事
務
組
合
方
式
と
意
見
が
二
分
し
た
形

で
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
後
、

首
長
会
議
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

最
終
判
断
を
委
ね
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

            

■
非
常
備
消
防 

　
春
の
火
災
予
防
運
動
初
日
に
、
各
地
区

ご
と
に
全
ポ
ン
プ
に
よ
る
一
斉
放
水
訓
練

を
実
施
し
、
そ
の
後
消
防
車
両
に
よ
る
火

災
予
防
パ
レ
ー
ド
、
ポ
ン
プ
等
の
機
械
器

具
点
検
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
消
防

団
長
参
加
の
も
と
消
防
団
員
の
新
規
加
入

促
進
活
動
と
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

推
進
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
教
育
委
員
会
関
係 

 

■
総
務
課  

　
竜
森
小
学
校
は
３
月
で
閉
校
に
な
り
ま

し
た
が
、
竜
の
子
は
鷹
巣
南
小
学
校
に
お

い
て
も
意
欲
的
で
、
学
習
・
交
通
安
全
子

ど
も
自
転
車
教
室
、
郷
土
芸
能
に
も
果
敢

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
鷹
巣
東
小
学
校
は
創
立
１
３
０
周
年
を

迎
え
、
記
念
事
業
実
施
に
向
け
、
諸
準
備

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　「
農
山
漁
村
に
お
け
る
ふ
る
さ
と
生
活
体

験
校
」
の
指
定
を
受
け
て
い
る
鷹
巣
西
小

学
校
は
、
豊
か
な
体
験
活
動
推
進
事
業
の

事
業
内
定
が
あ
り
、
今
定
例
会
へ
関
係
す

る
事
業
費
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。 

　
阿
仁
合
小
学
校
・
阿
仁
中
学
校
・
森
吉

中
学
校
の
耐
震
診
断
業
務
委
託
は
、
７
月

に
完
了
す
る
予
定
で
す
。 

■
学
校
教
育
課 

　
今
年
度
は
、
幼
稚
園
７
人
、
小
学
校
２
０

５
人
、
中
学
校
２
９
４
人
の
新
入
生
を
迎

え
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
小
学
校
の
児
童

数
は
１
６
２
３
人
、
中
学
校
の
生
徒
数
は

９
３
６
人
で
、
学
級
数
は
小
学
校
が
１
０

７
学
級
、
中
学
校
が
38
学
級
で
す
。 

　
各
小
中
学
校
の
運
動
会
が
行
わ
れ
、
家

庭
や
地
域
の
方
々
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
、

元
気
い
っ
ぱ
い
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
子
ど
も

た
ち
の
姿
を
見
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
中
学
校
は
、
運
動
部
の
春
季
大
会
が
行

わ
れ
、
鷹
巣
中
学
校
野
球
部
が
全
県
大
会

優
勝
し
、
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。 

　
合
川
高
等
学
校
で
は
、
45
人
の
新
入
生

を
迎
え
、
生
徒
数
１
６
４
人
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
寄
宿
舎
入
寮
者
数
は
、
42
人

で
す
。
寮
生
が
健
全
で
安
心
な
寮
生
活
を

送
れ
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。 

■
生
涯
学
習
課  

　
生
涯
学
習
関
連
委
員
１
１
６
人
へ
の
合

同
委
嘱
状
交
付
式
を
行
い
、
学
習
者
へ
の

支
援
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事
業
は
、
共
働
き

世
帯
な
ど
の
児
童
の
健
全
育
成
、
子
育
て

と
仕
事
の
両
立
支
援
の
た
め
、
放
課
後
子

ど
も
教
室
と
連
携
を
図
り
、
14
か
所
で
４

７
９
人
の
学
童
保
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
子
ど
も
読
書
夢
プ
ラ
ン
事
業
は
、
県
教

委
よ
り
職
員
１
名
が
派
遣
さ
れ
、
阿
仁
公

民
館
図
書
室
を
拠
点
に
学
校
図
書
と
公
立

の
図
書
館
の
支
援
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を

通
し
た
読
書
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
年
度
の
高
齢
者
大
学
は
、
高
鷹
大
学

３
０
９
人
、
合
川
こ
と
ぶ
き
大
学
81
人
、

森
吉
大
学
１
２
０
人
、
阿
仁
生
き
活
き
大

学
50
人
で
計
５
６
０
人
の
受
講
生
が
入
学
・

開
講
式
を
終
え
、
自
ら
の
生
き
が
い
づ
く

り
を
目
指
し
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。 

　
各
公
民
館
で
は
、
39
講
座
の
定
期
講
座

を
開
設
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
学
習
の

場
の
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。 

■
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課  

　
体
育
指
導
委
員
49
人
に
委
嘱
状
を
交
付

し
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
向
け
た
支

援
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

　
第
47
回
河
田
杯
マ
ラ
ソ
ン
・
大
館
北
秋

田
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
が
開
催
さ
れ
、
１

５
８
人
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に

向
か
っ
て
完
走
を
目
指
し
、
健
脚
を
競
い

ま
し
た
。 

            

　
北
秋
田
市
民
プ
ー
ル
は
、
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
し
た
管
理
運
営
を
行
っ
て
お

り
ま
す
が
、
平
成
20
年
度
の
利
用
者
数
は

３
万
７
５
４
４
人
で
前
年
度
と
比
べ
４
７

１
９
人
の
増
加
で
す
。 

▲赤ちゃんを迎える準備を夫婦で学ぶマタ
ニティ講座 

▲残雪を踏みしめ春山登山を満喫した森吉
山山開き 

▲春の火災予防運動の予防啓発行事でおこ
なった模擬消火体験 

▲春風の中爽やかに健脚を競った第47回河
田杯マラソン・大館北秋田ロードレース大会 

６月定例議会行政報告（その２）６月定例議会行政報告（その２）



広報きたあきた　21.　7.　17 6広報きたあきた　21.　7.　1

行革大綱素案への意見募集

■
な
ぜ
行
財
政
改
革
が
必
要
か 

　
地
方
の
財
政
状
況
を
取
り
巻
く
環
境
も
年
々
厳
し

さ
を
増
し
て
き
て
い
ま
す
。
国
か
ら
の
財
源
の
減
額
、

地
域
経
済
の
低
迷
、
少
子
高
齢
化
の
影
響
な
ど
で
、

税
収
の
落
ち
込
み
な
ど
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

　
一
方
で
、
介
護
・
医
療
や
社
会
保
障
な
ど
行
政
に

求
め
る
ニ
ー
ズ
は
高
度
化
・
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
人
的
資
源
や
財
源
が
限
ら
れ
て
く
る
中
で
、

今
ま
で
の
よ
う
な
行
政
主
導
の
ま
ち
づ
く
り
、
行
政

頼
み
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
そ
の
対
応
に
限
界
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
市
民
と
行
政
が
協
力
し
て
市

の
問
題
や
課
題
に
取
り
組
み
な
が
ら
行
財
政
改
革
を

進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

■
今
ま
で
の
取
り
組
み
は 

　
市
で
は
合
併
後
、
平
成
17
年
に
「
北
秋
田
市
集
中

改
革
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、

国
の
指
針
に
よ
る
も
の
で
、
行
政
改
革
を
集
中
的
に

実
施
す
る
た
め
、
事
務
事
業
の
再
編
・
整
備
、
民
間

委
託
の
推
進
、
職
員
管
理
・
給
与
の
適
正
化
、
経
費

節
減
等
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
進
め
て

き
た
職
員
の
削
減
や
今
年
４
月
の
機
構
改
革
な
ど
も

こ
の
計
画
に
基
づ
く
も
の
で
し
た
。 

　
し
か
し
、
平
成
17
年
と
現
在
で
は
市
を
取
り
巻
く

状
況
が
大
き
く
変
化
し
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
内
容
だ

け
で
は
不
十
分
な
た
め
、
さ
ら
に
広
範
囲
で
総
合
的

な
改
革
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

■
市
民
目
線
で
計
画
を
策
定
　 

　
北
秋
田
市
で
は
昨
年
４
月
、
行
財
政
改
革
室
を
設

置
、
大
綱
策
定
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
市
民
委
員

10
人
で
構
成
す
る
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会（
加
藤
茂

行
委
員
長
）を
立
ち
上
げ
、
８
回
に
わ
た
る
協
議
を
経

て
「
北
秋
田
市
行
財
政
改
革
大
綱
（
委
員
会
案
）
」
を

策
定
し
ま
し
た
。 

　
現
在
は
こ
の
委
員
会
案
を
、
市
の
内
部
組
織
で
あ

る
行
財
政
改
革
推
進
本
部
（
本
部
長
＝
津
谷
市
長
）
が

検
討
し
、
成
案
を
策
定
中
で
す
。
こ
の
過
程
で
も
よ

り
多
く
の
市
民
の
皆
様
か
ら
意
見
を
求
め
る
た
め
、

北
秋
田
市
行
財
政
改
革
大
綱
素
案
に
対
し
て
の
意
見

募
集
を
行
い
ま
す
。 

   

■
行
財
政
改
革
の
目
標
は 

　
次
の
３
つ
を
大
き
な
目
標
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。 

 

○
市
民
と
行
政
の
共
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り 

　
市
民
と
行
政
の
役
割
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、ま
ち

づ
く
り
の
主
体
は
行
政
で
は
な
く
市
民
で
あ
る
こ
と

に
意
識
を
持
っ
て
も
ら
い
、お
互
い
が
補
完
し
合
い
な

が
ら
、よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

○
職
員
の
行
財
政
改
革
へ
の
意
識
改
革 

　
職
員
一
人
ひ
と
り
が
コ
ス
ト
意
識
を
持
ち
な
が
ら
、

市
民
に
対
す
る
全
体
の
奉
仕
者
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ

ず
に
満
足
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。 

 

○
行
政
コ
ス
ト
の
徹
底
的
な
削
減
と
収
入
の
確
保 

　
行
政
運
営
に
係
る
ム
ダ
な
経
費
の
徹
底
的
な
削
減

に
取
り
組
む
と
と
も
に
効
果
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
に
、
積
極
的
に
民
間
活
力
の
導
入
も

図
っ
て
い
き
ま
す
。
同
時
に
収
入
の
確
保
策
に
つ
い

て
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

 

■
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
期
間
は
？ 

　
北
秋
田
市
の
行
財
政
改
革
へ
の
取
り
組
み
期
間
は

平
成
25
年
度
ま
で
の
５
年
間
と
し
て
い
ま
す
。 

 

■
意
見
公
募
に
つ
い
て 

　
公
募
い
た
だ
い
た
意
見
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）

は
行
革
本
部
で
検
討
し
、
成
案
の
内
容
に
反
映
さ
せ

る
ほ
か
、
広
報
等
で
ご
紹
介
し
ま
す
。 

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い 

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い 

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い 

　
北
秋
田
市
で
は
、
財
政
の
効
率
化
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め

の
５
カ
年
計
画
﹁
行
財
政
改
革
大
綱
﹂
を
策
定
し
、
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
大
綱
素
案

に
対
す
る
ご
意
見
を
お
伺
い
し
、
内
容
に
反
映
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
素

案
の
概
要
︵
考
え
方
＝
６
・
７
頁
、
実
施
計
画
＝
８
・
９
頁
に
掲
載
︶
を
ご
覧
い
た

だ
き
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆行財政改革の考え方（６・７ページ）と

　実施計画（８・９ページ）の概要をご覧の上、

　ご意見をお寄せください◆

　６～９ページに掲載した北秋田市行財政改革大

綱素案の概要をご覧いただき、下記にしたがって

ご意見をお寄せください。素案の全文は市ホーム

ページに掲載しているほか、下記指定場所でご覧

になれます。 

 

■募集期間　平成21年７月１日（水）～21日（火） 

■閲覧場所　市役所総合政策課（市役所２階）、合川・

森吉・阿仁各総合窓口センター、市ホームページ

（http://www.city.kitaakita.akita.jp/main/gyoka

ku/iken/top.html) 

■対象者　市民 

■提出方法 

　記入様式は自由ですが、住所、氏名、電話番号

を必ず記入し、市役所総合政策課行財政改革室へ

郵便（手紙、はがき）、ファックス、電子メール又

は持参により提出してください。（団体の場合は名称、

代表者氏名、事業所所在地も記入してください） 

■提出意見について 

　提出していただい意見等は、大綱策定の資料と

するほか、市広報、ホームページ等で紹介します。

（氏名等は公表しません） 

■提出先 

〈郵便・ＦＡＸ〉 

　〒０１８―３３９２　北秋田市花園町19-１ 

　北秋田市役所総務部総合政策課 

　行財政改革室（＝問合せ先） 

　　６２-６６３２　　６３-２５８６ 

〈電子メールアドレス〉 

　ホームページ上の指定フォームをご利用下さい。 

〈持参場所〉 

　▽市役所行財政改革室 

　▽各地区総合窓口センター 

意見の提出方法

行
財
政
改
革

行
財
政
改
革

大

綱

素

案

大

綱

素

案

行
財
政
改
革

大

綱

素

案

策定の

目　的
３つの

目　標
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行革大綱素案への意見募集（続き）

  

　
■
市
民
と
行
政
の
共
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

 

１
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
改
善 

　
市
民
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
た
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
活
用
し
て

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
ま
す
。 

▽
市
民
か
ら
郵
便
や
電
子
メ
ー
ル
で
意
見
・
提
言
を
寄

せ
て
も
ら
い
、
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
ま
す
。 

▽
時
間
外
の
窓
口
延
長
を
実
施
し
、
市
民
の
利
便
性

向
上
を
図
り
ま
す
。
時
間
延
長
に
際
し
て
は
、
時
間

外
手
当
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。 

２
ま
ち
づ
く
り
へ
の
住
民
参
画
の
促
進 

　
市
民
と
市
の
共
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

市
民
が
主
体
と
な
っ
て
自
発
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参

加
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
整
え
ま
す
。 

▽
市
の
施
策
や
各
種
計
画
を
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
し
、
意
見
を
求
め
ま
す
。 

▽
自
発
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
促
進
す
る
た
め
、
行
政

協
力
委
員
制
度
を
見
直
し
ま
す
。 

 

　
■
職
員
の
改
革 

 

３
職
員
の
意
識
改
革
、人
事
評
価
制
度
の
構
築
と
実
施 

　
経
営
感
覚
と
コ
ス
ト
意
識
を
持
ち
、
市
民
に
視
点

を
置
い
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
、
人
事
評
価

な
ど
を
活
用
し
た
職
員
の
意
識
改
革
を
行
い
ま
す
。 

▽
職
員
の
意
欲
を
高
め
能
力
を
活
か
す
た
め
、
納
得

性
、
透
明
性
の
高
い
人
事
評
価
制
度
を
構
築
し
ま
す
。 

▽
女
性
管
理
職
を
登
用
し
、
女
性
な
ら
で
は
の
感
性

を
職
務
に
反
映
さ
せ
ま
す
。 

▽
専
門
的
知
識
や
技
術
を
習
得
す
る
職
員
研
修
、
他

団
体
と
の
人
事
交
流
な
ど
を
計
画
的
に
実
施
し
、
人

材
育
成
を
図
り
ま
す
。 

４
職
員
給
与
等
の
見
直
し 

　
国
の
動
向
や
北
秋
田
市
の
実
情
を
踏
ま
え
た
給
与

等
の
見
直
し
を
図
り
ま
す
。
な
お
、
平
成
18
年
に
は
、

国
家
公
務
員
に
準
拠
し
た
給
料
俵
に
移
行
し
て
給
与

水
準
を
引
き
下
げ
て
い
ま
す（
平
均
４
・
８
％
） 

▽
北
秋
田
市
の
実
情
に
合
っ
た
職
員
の
給
与
、
手
当

等
の
見
直
し
を
継
続
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
業
務

の
効
率
化
を
進
め
、
時
間
外
勤
務
手
当
を
削
減
し
ま
す
。 

 

　
■
組
織
・
機
構
の
再
編

 

５
行
政
組
織
・
機
構
の
見
直
し 

 

様
々
な
課

題
に
機
動
的
・

機

能

的

に

対

応

す

る

た
め
に
組
織
・

機

構

を

見

直

し

ま

す
。 

▽
支
所
の

窓
口
セ
ン

タ
ー
化
な
ど
、

21
年
度
に

実
施
し
た

機
構
改
革

で
市
民
に

不
便
が
生

じ
て
い
な

い
か
な
ど

の
検
証
を

行
い
ま
す
。 

▽
平
成
21

年
度
で
浦
田
保
育
園
を
廃
止
し
ま
す
。 

▽
学
校
再
編
計
画
に
基
づ
き
、
市
立
小
学
校
の
統
廃

合
を
進
め
ま
す
。 

６
定
員
の
適
正
化 

 

組
織
の
見
直
し
、
事
務
事
業
の
見
直
し
を
検
討
し
な

が
ら
、
職
員
の
抑
制
・
削
減
に
努
め
ま
す
。 

▽
市
で
は
合
併
以
来
４
年
間
で
職
員
１
１
０
人
を
削

減
、
そ
の
結
果
、
６
６
４
人
だ
っ
た
職
員
数
が
５
５

４
人（
16
・
6
％
減
）に
ま
で
減
り
ま
し
た
。
今
後
も
定

員
適
正
化
計
画
を
策
定
し
な
が
ら
５
年
間
で
95
人
を

目
標
と
し
て
削
減
を
進
め
、
現
在
13 
・
８
人
と
な
っ
て

い
る
人
口
千
人
当
た
り
の
職
員
数
を
類
似
団
体
平
均

の
９
・
８
人
に
近
づ
け
る
こ
と
を
目
標
と
し
ま
す
（
平

成
25
年
時
の
目
標
４
９
８
人
）。 

７
委
員
会
・
審
議
会
の
見
直
し 

　
市
民
の
市
政
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
促
す
た
め
、

各
種
委
員
会
・
審
議
会
の
あ
り
方
を
見
直
し
ま
す
。 

▽
必
要
度
な
ど
を
勘
案
し
、
各
種
委
員
会
や
審
議
会

な
ど
整
理
・
合
理
化
を
図
り
ま
す
。
合
わ
せ
て
報
酬
等

の
支
払
い
規
定
に
つ
い
て
も
見
直
し
を
検
討
し
ま
す
。 

 

　
■
財
政
運
営
の
健
全
化 

 

８
収
入
の
確
保 

　
自
主
財
源
確
保
の
一
つ
と
し
て
、
未
納
と
な
っ
て

い
る
税
金
や
料
金
等
の
収
納
体
制
を
強
化
し
ま
す
。 

▽
誠
意
の
な
い
滞
納
者
に
は
必
要
に
応
じ
て
差
し
押

さ
え
等
も
実
施
し
、
滞
納
額
を
減
ら
し
ま
す
。
差
し

押
さ
え
た
物
件
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用

し
て
公
売
し
ま
す
。 

９
受
益
者
負
担
の
適
正
化 

　
市
民
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、
各
種
使
用
料

や
手
数
料
及
び
負
担
金
な
ど
の
適
正
化
を
図
り
ま
す
。 

10
地
方
債
の
発
行
の
抑
制 

　
今
後
の
市
財
政
へ
の
影
響
を
考
慮
し
、
将
来
負
担

を
見
据
え
た
地
方
債
の
発
行
を
行
い
ま
す
。 

▽
普
通
会
計
で
は
、地
方
債
借
入
額
を
単
年
度
の
元
金

償
還
額
を
超
え
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。公
営
企
業
会
計

で
も
、自
主
財
源
で
償
還
可
能
な
額
を
上
限
と
し
ま
す
。 

11
繰
出
金
の
抑
制 

　
一
般
会
計
の
負
担
と
な
る
特
別
会
計
へ
の
基
準
外

繰
出
し
の
抑
制
に
努
め
ま
す
。 

12
財
政
健
全
化
法
、
公
会
計
制
度
の
整
備 

　
市
民
が
市
の
財
務
状
況
に
対
し
て
意
識
を
持
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
、
見
て
分
か
り
や
す
い
財
務
状
況

の
公
表
に
努
め
ま
す
。 

13
地
方
公
営
企
業
の
経
営
健
全
化 

　
公
営
企
業
は
住
民
の
日
常
生
活
に
直
接
結
び
つ
く

こ
と
が
多
く
、
経
営
の
悪
化
は
住
民
生
活
に
影
響
を

与
え
る
た
め
、
経
営
の
健
全
化
に
努
め
ま
す
。 

14
第
三
セ
ク
タ
ー
の
見
直
し 

　
市
が
関
与
す
る
第
三
セ
ク
タ
ー
※
の
財
務
状
況
を

明
ら
か
に
し
、
経
営
が
悪
化
し
て
い
る
場
合
は
集
中

的
な
経
営
改
革
を
進
め
ま
す
。 

▽
市
が
関
与
す
る
全
て
の
法
人
に
つ
い
て
、
財
務
諸

表
や
点
検
評
価
結
果
を
公
開
し
ま
す
。 

※
市
の
第
三
セ
ク
タ
ー 

（財）
た
か
の
す
福
祉
公
社
／
（財）
北
秋
田
市
森
吉
観
光
公

社
／
マ
タ
ギ
の
里
観
光
開
発
㈱
／
㈲
北
秋
田
市
有
機

セ
ン
タ
ー 

 

　
■
事
務
事
業
の
見
直
し 

 

15
事
務
経
費
等
の
削
減
、
外
部
委
託
の
検
討
・
再
検
証 

 

徹
底
し
た
一
般
事
務
経
費
の
削
減
を
推
進
し
、
外
部

へ
の
委
託
な
ど
も
検
討
し
た
う
え
で
、
無
駄
を
な
く

し
た
効
率
的
な
市
政
運
営
を
目
指
し
ま
す
。 

▽
施
設
の
清
掃
業
務
な
ど
各
担
当
部
署
で
委
託
し
て

い
る
同
種
業
務
は
、
一
本
化
し
た
上
で
委
託
し
ま
す
。 

▽
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
（
民
間
委
託
）
推
進
計
画
を
策

定
し
、
民
間
活
力
の
導
入
を
図
り
ま
す
。 

▽
投
票
所
の
統
廃
合
を
行
い
、
効
率
的
な
投
票
体
制

の
整
備
を
図
り
ま
す
。 

16
投
資
的
経
費
の
見
直
し
と
事
務
事
業
の
重
点
配
分 

　
事
業
の
緊
急
性
や
投
資
効
果
等
を
十
分
に
検
討
し

た
う
え
で
、
取
捨
選
択
や
優
先
順
位
を
明
確
に
し
、

予
算
の
重
点
配
分
を
行
い
ま
す
。 

17
事
業
評
価
・
政
策
評
価
制
度
の
導
入
と
実
施 

　
市
が
行
う
事
務
事
業
や
政
策
等
に
つ
い
て
、
客
観

的
な
評
価
制
度
を
用
い
る
こ
と
で
、
結
果
を
市
政
へ

と
反
映
さ
せ
る
仕
組
み
を
整
え
ま
す
。 

▽
評
価
の
客
観
性
を
確
保
す
る
た
め
、
第
三
者
的
な

立
場
か
ら
評
価
や
提
案
を
い
た
だ
く
外
部
評
価
委
員

会
を
設
置
し
ま
す
。 

 

　
■
市
有
財
産
の
有
効
活
用
等 

 

18
市
有
財
産
の
有
効
活
用
と
効
率
的
な
管
理
体
制
の
構
築 

　
市
が
抱
え
る
多
く
の
土
地
や
建
物
な
ど
の
財
産
の

あ
り
方
を
検
討
し
、
有
効
的
な
活
用
方
法
と
管
理
体

制
を
構
築
し
ま
す
。 

    

 

Ｈ２０ 

５９３ 

▲４８ 

　９ 

▲３３ 

５５４ 

▲１１ 

４ 

▲３９ 

▲６.６ 

総職員数 

予定される退職者数 

次年度採用予定数 

対前年度増減職員数 

対Ｈ20年度増減割合 

５４７ 

▲１９ 

６ 

▲７ 

▲７.８ 

５３４ 

▲２９ 

１０ 

▲１３ 

▲９.９ 

５１５ 

▲２３ 

６ 

▲１９ 

▲１３.２ 

 

▲１３０ 

３６ 

▲９５ 

４９８ 

 

 

▲１７ 

▲１６.０ 

２１ ２２ ２３ ２４ ２５ 合　計 
（５年間） （参考） 

年度 
区分 

職員数削減の数値目標案

※次年度採用予定数は、定員適正化計画策定後に整合性を図ります 

実施計画の要点

（単位：人、％  ▲＝減員数） 
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■
国
保
の
税
率
等
と
算
定
方
式 

　
国
保
の
重
要
な
財
源
で
あ

る
国
保
税
は
、
下
記
表
①
〜

③
項
目
の
３
方
式
で
算
定
し
、

１
年
間
の
税
額
が
決
ま
り
ま
す
。

　
国
保
税
は
、
医
療
分
と
後

期
高
齢
者
支
援
金
等
分（
以
下

「
支
援
金
分
」
と
い
う
。
）
と
介

護
分（
40
歳
か
ら
64
歳
の
加
入

者
が
い
る
世
帯
の
み
）を
合
算

し
た
も
の
が
課
税
さ
れ
ま
す
。 

　
な
お
、
本
年
度
の
税
率
等

は
下
記
の
表
の
と
お
り
で
す（
昨

年
度
と
同
様
）が
、
介
護
分
の

課
税
限
度
額
が
９
万
円
か
ら

10
万
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。 

 

■
平
成
21
年
度
の
税
率
等 

　
平
成
21
年
度
の
国
保
税（
医

療
分
・
支
援
金
分
・
介
護
分
）の

税
率
等
は
表
の
と
お
り
で
す
。 

①
所
得
割
／
各
加
入
者
の
前
年
中
の
課
税
所
得
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
33
万
円
を
差
引
い
た
額
に
応
じ
て
計
算 

②
均
等
割
／
加
入
者
数
に
応
じ
て
計
算（
人
数
割
） 

③
平
等
割
／
１
世
帯
に
い
く
ら
と
計
算（
世
帯
割
） 

④
課
税
限
度
額
／
１
世
帯
に
課
税
さ
れ
る
年
税
額
の
上

限 ※
特
定
世
帯
と
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
す

る
人
が
い
る
こ
と
に
よ
り
、
国
保
の
被
保
険
者
が
一
人

と
な
る
世
帯（
最
長
５
年
間
）で
す
。 

 
■
国
保
税
の
納
め
方 

　
国
保
で
は
一
人
一
人
が
被
保
険
者
で
す
が
、
加
入
は

世
帯
ご
と
に
な
り
ま
す
。
も
し
、
世
帯
主
本
人
が
職
場

の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
て

国
保
加
入
者
で
な
い
場
合
（
擬

制
世
帯
主
）
で
も
、
世
帯
に
一

人
以
上
国
保
加
入
者
が
い
れ
ば

国
保
税
の
納
税
義
務
者
は
世
帯

主
に
な
り
ま
す
。 

　
納
税
通
知
書
（
納
付
書
）
は
世
帯
主
宛
に
お
送
り
し
ま

す
の
で
、
近
く
の
金
融
機
関
や
市
役
所（
本
庁
及
び
各
総

合
窓
口
セ
ン
タ
ー
・
出
張
所
）の
会
計
窓
口
で
納
め
て
く

だ
さ
い（
納
税
組
合
加
入
の
方
は
各
組
合
の
定
め
る
方
法

に
よ
り
納
め
て
く
だ
さ
い
）。
口
座
振
替
を
申
し
込
ん
で

い
る
方
は
、
各
納
期
限
の
日
に
口
座
か
ら
自
動
的
に
引

き
落
と
し
に
な
り
ま
す
。
納
付
書
、
ま
た
は
口
座
振
替

に
よ
る
納
付
を
普
通
徴
収
と
言
い
ま
す
。 

　
な
お
、
国
保
に
加
入
す
る
世
帯
主
の
方
で
、
一
定
の

条
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
は
、
国
保
税
が
年
金
か
ら

天
引
き
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
特
別
徴
収
と
言
い
ま
す
。 

 

■
国
保
税
の
特
別
徴
収 

　
国
保
税
の
特
別
徴
収
と
は
、

国
保
税
が
年
金
か
ら
天
引

き
さ
れ
る
納
税
方
法
で
す
。 

　
特
別
徴
収
の
対
象
者
は
、

次
の
条
件
を
全
て
満
た
し

て
い
る
方
で
す
。 

○
平
成
21
年
４
月
１
日
に

お
い
て
、
納
税
義
務
者
が

老
齢
等
年
金
給
付
を
受
け
て
い
る
65
歳
以
上
75
歳
未
満

の
国
保
の
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と 

○
国
保
の
被
保
険
者
が
、
全
員
65
歳
以
上
75
歳
未
満
で

あ
る
こ
と 

○
納
税
義
務
者
の
老
齢
等
年
金
の
給
付
額
が
年
額
18
万

円
以
上
で
あ
る
こ
と 

○
納
税
義
務
者
の
介
護
保
険
料
と
国
保
税
の
合
計
額
が

年
金
給
付
額
の
２
分
の
１
以
下
で
あ
る
こ
と 

○
納
税
義
務
者
の
介
護
保
険
料
が
特
別
徴
収
さ
れ
て
い

る
こ
と 

【
平
成
21
年
度
】 

▽
特
別
徴
収
／
４
月
・
６
月
・
８
月
・
10
月
・
12
月
・
２
月 

※
21
年
度
の
４
月
・
６
月
・
８
月
は
前
年
度
（
20
年
度
）

の
２
月
の
税
額
と
同
額
と
な
り
ま
す
。（
仮
徴
収
） 

※
納
税
義
務
者
の
事
情
に
よ
り
、
特
別
徴
収
か
ら
口
座

振
替
納
税
へ
の
変
更
が
可
能
で
す
。
詳
細
及
び
申
し
出

は
下
記
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。 

 

■
国
保
税
の
普
通
徴
収
の
納
期 

    

■
国
保
税
の
軽
減 

▽
平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
の
国

保
加
入
世
帯
の
世
帯
主
、
加
入
者

及
び
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
の
前

年
中
の
合
算
所
得
に
よ
り
判
定
し

ま
す
。 

▽
平
成
21
年
４
月
２
日
以
降
に
加
入
し
た
世
帯
や
世
帯

主
の
変
更
等
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
時
点
の
加
入
者

及
び
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
の
前
年（
１
月
以
降
は
前
々

年
）中
の
合
算
所
得
に
よ
り
判
定
し
ま
す
。 

▽
軽
減
割
合
は
、
下
記
の
判
定
基
準
に
従
っ
て
７
割
・
５

割
・
２
割
と
な
り
、
軽
減
額
は
医
療
分
、
支
援
金
分
、
介

護
分
そ
れ
ぞ
れ
の
均
等
割
・
平
等
割
の
７
・
５
・
２
割
の
額

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。 

 

        

※
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
と
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
移
行
し
た
た
め
国
保
の
被
保
険
者
資
格
を
喪
失
し

た
方
で
、
こ
の
資
格
を
喪
失
し
た
日
の
前
日
の
月
以
降

５
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
に
限
り
、
継
続
し
て
同
一

世
帯
に
属
し
て
い
る
方
で
す
。 

 

■
国
保
税
の
減
免
等 

　
災
害
や
疾
病
、
倒
産
に
よ
る

失
業
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
事

情
の
発
生
に
よ
る
著
し
い
収
入

減
少
、
ま
た
は
生
活
困
窮
状
態

で
、
納
期
限
の
延
長
や
猶
予
を
行
っ
て
も
、
な
お
担
税

力
が
な
い（
国
保
税
を
納
付
す
る
と
生
活
が
困
難
と
な
る

状
況
）と
認
め
ら
れ
る
と
一
時
的
な
救
済
措
置
と
し
て
国

保
税
が
減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
は
納

期
限
前
７
日
ま
で
に
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
は
税
務

課
市
民
税
班（
市
役
所
分
庁
舎
）ま
で
お
願
い
し
ま
す
。（
所

定
の
申
請
書
等
は
下
記
の
窓
口
で
交
付
し
ま
す
。） 

　
ま
た
、
社
会
保
険
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移

行
さ
れ
た
方
の
被
扶
養
者
（
65
歳
以
上
）
で
あ
っ
た
方
が
、

国
保
に
加
入
さ
れ
る
場
合
に
は
減
免
が
適
用
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。（
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。） 

 

■
国
保
税
を
滞
納
す
る
と 

　
災
害
な
ど
特
別
な
事
情
が
な
い
の
に
国
保
税
を
納
め

な
い
で
い
る
と
、
一
旦
医
療
費
を
全
額
自
己
負
担
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合（
被
保
険
者
資
格
証
明
書
の
交
付
）

が
あ
り
ま
す
。 

　
納
税
が
困
難
な
と
き
は
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
早
め
に

分
割
納
付
な
ど
の
納
税
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

■
国
保
税
の
納
付
は
口
座
振
替
で
！ 

　
口
座
振
替
に
す
る
と
、国
保
税
は
金
融
機
関
の
口
座
か

ら
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
、一
度
手
続
き
を
す
る
と
翌

年
以
降
も
継
続
さ
れ
ま
す
。
納
期
ご
と
に
納
め
に
行
く

手
間
も
は
ぶ
け
、納
め
忘
れ
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。
便

利
で
安
心
な
口
座
振
替
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
！ 

　
お
申
し
込
み
は
、
①
国
保
税
の
納
付
書
、
②
預
金
通

帳
、
③
通
帳
届
出
印
を
お
持
ち
に
な
り
、
市
指
定
金
融

機
関
（
市
内
の
金
融
機
関
は
全
て
指
定
済
）
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。 

 

■
お
問
い
合
わ
せ
　 

▽
税
務
課
市
民
税
班（
課
税
）

　
　
　
� 
62-

１
１
１
６ 

▽
税
務
課
収
納
班（
収
納
）

　
　
　
　
� 
62-

１
１
１
５ 

▽
総
合
窓
口
課
国
保
年
金
班（
鷹
巣
）

� 
62-

１
１
１
８ 

▽
合
川
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
� 
78-

２
１
１
２ 

▽
森
吉
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
� 
72-

３
１
１
５ 

▽
阿
仁
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
� 
82-

２
１
１
２ 

　
国
民
健
康
保
険
は

　
国
民
健
康
保
険
は
、万
が
一
の
病
気
や
け
が
な
ど
に
備
え
て

万
が
一
の
病
気
や
け
が
な
ど
に
備
え
て
、加
入
者
が
お
互

加
入
者
が
お
互

い
に
協
力
し
て
お
金

い
に
協
力
し
て
お
金
（
国
保
税

国
保
税
）
を
出
し
合
い

を
出
し
合
い
、
医
療
機
関
に
か
か
っ
た
と
き
の

医
療
機
関
に
か
か
っ
た
と
き
の

医
療
費
に
あ
て
る
相
互
助
け
合
い
の
制
度
で
す

医
療
費
に
あ
て
る
相
互
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。
国
保
税
は

国
保
税
は
、
制
度
の
維
持

制
度
の
維
持
・
運

営
と
加
入
者
の
健
康
を
支
え
る
大
切
な
財
源
で
す

営
と
加
入
者
の
健
康
を
支
え
る
大
切
な
財
源
で
す
。納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
！

納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
！ 

　
国
民
健
康
保
険
は
、万
が
一
の
病
気
や
け
が
な
ど
に
備
え
て
、加
入
者
が
お
互

い
に
協
力
し
て
お
金
（
国
保
税
）
を
出
し
合
い
、
医
療
機
関
に
か
か
っ
た
と
き
の

医
療
費
に
あ
て
る
相
互
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。
国
保
税
は
、
制
度
の
維
持
・
運

営
と
加
入
者
の
健
康
を
支
え
る
大
切
な
財
源
で
す
。納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
！ 

７
割

５
割

２
割

︵
世
帯
主
を
除
く
加
入
者
数
＋

世
帯
主
を
除
く
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
数
︶

×
24
万
５
千
円
＋
33
万
円
以
下
の
場
合

︵
加
入
者
数
＋
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
数
︶

×
35
万
円
＋
33
万
円
以
下
の
場
合

軽
減
判
定
基
準
額

軽
減
割
合 

33
万
円
以
下
の
場
合

国保税の軽減

医 療 分 

支援金分 

介 護 分 

７．５％

１．７％

２．０％ 

 

４７万円

１２万円

（9万円）１０万円

 

 

２０，０００円

２，０００円 

６，０００円

２０，０００円

２，０００円

５，０００円

１０，０００円

１，０００円

５，０００円

特定世帯以外 

③平等割 ＜１世帯あたり＞ ②均等割 
①所得割 区分 ④課税限度額 

特定世帯 

（　）内は平成２０年度の金額 

平成２１年度国民健康保険税について

第
５
期
＝
11
月
末 

第
６
期
＝
12
月
25
日 

第
７
期
＝
１
月
末 

第
８
期
＝
２
月
末 

第
１
期
＝
７
月
末 

第
２
期
＝
８
月
末 

第
３
期
＝
９
月
末 

第
４
期
＝
10
月
末 

＜1人あたり＞ 

健康とくらしを守るみんなの国保
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み
ん
な
で
認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族
を
支
え
、
誰
も
が
暮
ら

し
や
す
い
地
域
づ
く
り
運
動
「
認
知
症
を
知
り
地
域
を
つ
く
る

10
カ
年
」
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
全
国
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
で
あ
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
１
０
０

万
人
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
は
、
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、

認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
を
見
守
り
、
支
援
す
る
「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
」
を
全
国
で
１
０
０
万
人
養
成
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。 

認知症サポーター 
が身につける 
「オレンジリング」 

■
申
し
込
み
の
条
件 

　
北
秋
田
市
に
在
住
・
在
勤
の
方

を
中
心
と
し
た
集
ま
り
で
、
10
人

以
上
の
受
講
生
が
集
ま
れ
ば
開
催

可
能
で
す
。 

　
会
場
は
、
北
秋
田
市
内
で
す
。 

■
講
座
の
講
師 

　
講
座
の
講
師
は
、
専
門
の
研
修

を
受
講
し
た
「
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ

ン
・
メ
イ
ト
」
が
担
当
し
ま
す
。

講
師
は
、
認
知
症
に
対
す
る
正
し

い
知
識
と
具
体
的
な
対
応
方
法
等

を
講
座
に
出
向
い
て
地
域
に
広
め

る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。 

■
講
座
を
開
催
す
る
に
は 

①
市
介
護
保
険
班
に
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
開
催
申
込
書
を
郵

送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
を
行
な
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

②
市
で
は
開
催
日
時
・
会
場
で
講

師
を
す
る
こ
と
の
で
き
る
キ
ャ
ラ

バ
ン
・
メ
イ
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
、
講
座
に
必
要
な
標
準
テ
キ

ス
ト
及
び
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
は
市

で
準
備
し
ま
す
。 

　　開催機会 

地域の人たちで 
 

地域の企業・団体で
 

 

学校で 

　　　開　催　団　体 

自治会、町内会、老人クラブ、 

子ども会、商店街など 

商工会、金融機関、スーパー、 

コンビニ、公共交通機関など 

小学校、中学校、高等学校の 

生徒、教職員、ＰＴＡなど 

■開催が考えられる様々な機会（例） 

●認知症サポーター100万人キャラバンとは 

●認知症を理解する（１） 

　１認知症とはどういうものか 

　２認知症の症状 

　３認知症の中核症状 

　４認知症の周辺症状とその支援 

●認知症を理解する（２） 

　５認知症の診断・治療 

　６認知症の予防についての考え方 

　７認知症の人と接するときの心がまえ 

　８認知症介護をしている人の気

　持ちを理解する 

●認知症サポーターとは 

●認知症サポーターのできること 

15分 

30分 

30分 

15分 

90分 計 

■講座の内容 

※認知症サポーター養成講座の標準テキス
トに基づいて、ビデオ上映も交えながら60
分から90分の講座が行なわれます。 

◎
お
問
い
合
わ
せ 

　
高
齢
福
祉
課
　
介
護
保
険
班 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
�

62-

１
１
１
２ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
�

62-

４
２
９
６ 

児童扶養手当とは・・・ 

　父母が離婚、父が１年以上行方不明、父が死亡し

た場合などにより児童を養育している母または養育

者で、前年の所得が一定額未満の場合に受給できます。

ただし、児童が児童福祉施設等に入所している場合

や母または養育者が公的年金を受けている場合は該

当しません。 

特別児童扶養手当は・・・ 

　心身に障害のある２０歳未満の児童を養育してい

る方で、前年の所得が一定額未満の場合に受給でき

ます。ただし、児童が児童福祉施設等に入所してい

る場合や、障害のために公的年金を受けている場合

は該当しません。 

◆現況届について 

■面接日　鷹巣地区＝８月19日（水）～21日（金） 

　　　　　合川地区＝８月17日（月）～18日（火） 

　　森吉・阿仁地区＝８月11日（火）～12日（水） 

■時間　９：００～１８：００ 

■場所　市役所または住居地区の総合窓口センター 

▽１月２日以降に北秋田市へ転入された方は、所得

証明と戸籍謄本が必要です 

▽該当者には市からの通知を出しますが、通知が届

かない場合はご連絡ください 

▽上記日程や時間等で都合のつかない方はご連絡く

ださい 

◎お問い合わせ　福祉課こども福祉班　�62-6638 

　　　　　　　　または各総合窓口センター市民班 

児童扶養手当・特別児童扶養手当 

　交通・労働・自然災害により、父又は母を亡くした（著

しい障害を含む）義務教育修了前の児童（遺児）を養

育している方（保護者）に援護給付金が支給されます。 

■見舞金　災害で遺児となったとき、遺児１人につ

き10万円 

■入学祝金　遺児が小学校、中学校（特別支援学校を

含む）に入学したとき、１人につき５万円 

■奨励金　遺児１人につき年３万円 

■卒業祝金　遺児が義務教育を修了したとき、１人

につき５万円 

※金額は平成16年４月１日から適用 

災害遺児保護者の皆様へ 

災害遺児に県民のあたたかい手を！ 

　(財)秋田県災害遺児愛護会は、県民等から寄せられ

た寄付金等を基金として、交通・労働・自然災害によ

り保護者を亡くされた災害遺児に対し、援護をして

います。同会は、基金の運用益と皆様の善意による

寄付金のみで運営していますが、近年、運用益も寄

付金も減少してきており、事業運営が大変厳しい状

況です。どうか県民の皆様のあたたかいご支援をお

願いします。 

■振替口座【専用振込用紙・手数料無料】　秋田銀

行県庁支店（普）７０４８／北都銀行本店（普）３７００１　 

◎お問い合わせ　(財)秋田県災害遺児愛護会（秋田市

旭北栄町1-5、県社会福祉会館内）   �018-864-2717 

または、市役所福祉課こども福祉班　�62-6638

◆「認知症サポーター」とは 
　認知症サポーター養成講座を受講した方が「認

知症サポーター」です。 

　サポーターは認知症を正しく理解してもらい、

認知症の人や家族を温かく見守る応援者となって

もらいます。 

　何か特別なことをする人ではなく、自分のでき

る範囲で活動していただければいいのです。 

　認知症サポーターにはシンボルグッズであるオ

レンジリングが配

布されます。 

 

 

 

 

 

◆「認知症の方の支え」になる 
　「認知症の人は何もわからない」は大きな間違

いです。 

　例えば、認知症を自分自身の問題と認識し、友

人や家族に学んだ知識を伝えること、認知症の方

や家族の気持ちを理解するよう努めることなどが

サポート活動の一つです。 

　
北
秋
田
市
は
、
認
知
症
の
方
や
そ
の

家
族
が
住
み
慣
れ
た
家
庭
や
地
域
で
生

活
が
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
、
認
知
症

は
誰
で
も
発
症
す
る
可
能
性
の
あ
る
身

近
な
病
気
で
あ
り
、
誰
も
が
自
ら
の
問

題
と
し
て
捉
え
る
た
め
に
も
、
地
域
社

会
全
体
と
し
て
支
え
る
地
域
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。 

　
講
座
の
内
容
は
、
必
ず
し
も
今
回
掲

載
し
た
内
容
に
と
ら
わ
れ
ず
、
受
講
団

体
等
の
特
性
に
合
わ
せ
た
講
座
の
開
催

も
可
能
で
す
の
で
、
ご
相
談
下
さ
い
。 

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
開

催
を
希
望
さ
れ
る
団
体
等
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

　
講
座
開
催
に
か
か

る
費
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

認知症サポーター認知症サポーター／児童扶養手当・特別児童扶養手当／災害遺児保護者の皆様へ・災害遺児にあたたかい手を！
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　『
山
菜
は
可
能
性
の
宝
庫
！
山
菜
の「
身
近
」を
都
市
部
に
広
げ
よ
う
！
』を

テ
ー
マ
と
し
た
第
５
回
全
国
山
菜
文
化
産
業
祭
が
６
月
７
日
、８
日
に
市
文

化
会
館
な
ど
で
開
か
れ
ま
し
た
。
山
菜
文
化
産
業
協
会（
飯
塚
昌
男
会
長
）と

北
秋
田
市
が
主
催
し
全
国
各
地
で
山
菜
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
る
関
係
者
が

情
報
交
換
や
技
術
交
流
を
行
い
、
山
菜
文
化
産
業
の
展
望
を
語
る
と
と
も

に
、
一
般
の
方
々
に
も
山
菜
に
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

開
か
れ
た
も
の
で
、
全
国
の
山
菜
生
産
者
や
市
民
約
３
０
０
人
が
記
念
講
演

と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
山
菜
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
ご

紹
介
し
ま
す
。 

　
開
会
式
で
飯
塚
会
長
は
「
山
菜
は
日
本

人
が
誰
も
が
好
む
も
の
。
大
消
費
地
で
あ

る
都
会
の
多
く
の
人
々
に
、
も
っ
と
身
近

に
旬
の
美
味
し
さ
を
味
わ
っ
て
も
ら
う
た

め
に
そ
の
方
法
を
考
え
て
い
き
た
い
。
そ

れ
に
よ
っ
て
生
産
者
の
方
々
の
収
入
増
に

つ
な
が
り
、
山
に
足
を
運
ぶ
こ
と
、
山
の

手
入
れ
を
す
る
こ
と
は
、
地
球
温
暖
化
防

止
に
も
つ
な
が
る
こ
と
と
思
っ
て
い
る
。

皆
さ
ん
が
協
力
し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
可

能
性
が
大
き
く
広
が
る
。
一
緒
に
そ
の
可

能
性
を
広
げ
て
い
き
た
い
」
な
ど
と
あ
い

さ
つ
。
続
い
て
、
津
谷
永
光
市
長
が
「
市

の
山
菜
の
産
業
や
流
通
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
か
ら
の
取
り
組
み
が
急
が
れ
る
重
要
な

分
野
。
市
と
し
て
も
、
山
菜
を
は
じ
め
と

す
る
特
用
林
産
物
の
分
野
に
お
い
て
、
地

域
経
済
に
潤
い
を
も
た
ら
す
よ
う
に
、
地

元
の
関
係
団
体
と
さ
ら
に
連
携
し
て
各
種

施
策
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
」
な
ど
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

     

　
続
い
て
行
わ
れ
た
記
念
講
演
に
登
壇
し

た
久
保
木
氏
は
、
44
歳
で「
銀
座
ア
ス
タ
ー
」

総
料
理
長
に
就
任
し
、
香
港
や
中
国
で
の

料
理
研
究
活
動
を
行
い
な
が
ら
36
年
間
同

店
に
勤
め
、
２
０
０
３
年
独
立
し
、「
酒
家

華
福
寿
」
を
開
業
。
同
店
は
多
数
の
著
名

人
が
訪
れ
、
年
間
を
通
し
て
予
約
席
の
取

れ
な
い
店
と
し
て
有
名
で
、
雑
誌
ピ
ア
社

の
２
０
０
８
年
東
京
最
高
の
レ
ス
ト
ラ
ン

の
中
華
料
理
部
門
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

中
国
の
食
文
化
と
料
理
に
精
通
し
、
日
本

に
お
け
る
現
代
中
国
料
理
の
第
一
人
者
。 

久
保
木
さ
ん
は
「
銀
座
ア
ス
タ
ー
の
総
料

理
長
を
務
め
て
い
た
と
き
は
、
６
５
０
人

の
コ
ッ
ク
を
指
揮
し
、
年
間
６
５
０
万
人

の
お
客
さ
ん
に
食
事
を
提
供
し
て
い
た
。

規
模
が
大
き
く
な
る
と
、
美
味
し
い
も
の

を
作
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
い
も
の
を
作

ら
な
い
料
理
に
な
っ
て
し
ま
う
」
な
ど
と

総
料
理
長
と
し
て
の
苦
労
話
を
交
え
な
が

ら
、「
食
材
は
売
る
工
夫
が
大
事
。
一
生
懸

命
取
り
組
ん
で
美
味
し
い
も
の
が
で
き
た
。

こ
れ
だ
け
で
は
も
の
は
売
れ
な
い
。
秋
田

の
素
晴
ら
し
い
自
然
環
境
で
、
ど
の
よ
う

に
食
材
に
取
り
組
み
、
こ
ん
な
に
美
味
し

い
も
の
が
で
き
た
。
こ
の
過
程
を
生
産
者

が
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
伝
え
る
こ
と
が
重
要
。

東
京
築
地
市
場
に
行
け
ば
全
国
か
ら
た
く

さ
ん
の
食
材
が
集
ま
る
。
そ
の
中
か
ら
秋

田
の
も
の
を
選
ん
で
も
ら
う
に
は
、
そ
の

伝
え
る
工
夫
が
大
事
。
例
え
ば
「
た
ら
の

芽
」。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に「
秋
田 

た
ら
の
芽
」

と
し
か
書
い
て
い
な
い
。
食
材
を
扱
う
人

は
、
た
ら
の
芽
は
見
た
ら
わ
か
る
。
全
国

か
ら
集
ま
る
食
材
の
中
で「
秋
田
の
も
の
」

だ
け
で
は
ア
ピ
ー
ル
が
た
り
な
い
。
東
京

の
人
は
秋
田
で
ど
ん
な
苦
労
を
し
て
、
た

ら
の
芽
を
生
産
し
て
い
る
か
知
ら
な
い
。

『
ほ
か
の
も
の
と
違
う
』こ
と
を
伝
え
る
こ

と
で
食
材
の
価
値
が
上
が
っ
て
い
く
し
、

売
れ
る
可
能
性
が
広
が
っ
て
い
く
。
ぜ
ひ

食
材
に
は
食
の
履
歴
書
を
つ
け
て
ほ
し
い
」

な
ど
と
食
材
の
流
通
に
も
工
夫
が
必
要
と

持
論
を
展
開
し
ま
し
た
。 

 

      

　
こ
の
後
、
山
菜
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
県

農
林
水
産
部
次
長
の
星
川
泰
輝
氏
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
東
京
シ
テ
ィ
青
果
㈱

野
菜
第
３
部
長
の
片
岡
修
二
氏
、
Ｊ
Ａ
山

形
も
が
み
営
農
販
売
担
当
次
長
の
後
藤
陽

一
氏
、
㈲
マ
ル
イ
シ
食
品

代
表
取
締
役
の
石
井
正
司

氏
、
㈲
栄
物
産
代
表
取
締

役
の
藤
嶋
佐
久
栄
氏
、
山

菜
採
り
愛
好
者
の
高
堰
幸

一
氏
の
５
氏
が
パ
ネ
ラ
ー

と
し
て
山
菜
文
化
に
つ
い

て
、
流
通
、
販
売
、
生
産
、

加
工
の
立
場
で
意
見
を
述

べ
ま
し
た
。  

　
市
場
関
係
者
と
し
て
片

岡
部
長
か
ら
長
年
流
通
に

携
わ
っ
て
い
る
経
験
で「
山

村
地
域
の
産
物
で
あ
る
山

菜
を
都
市
部
の
消
費
者
に

食
べ
る
習
慣
を
広
げ
、
根

付
か
せ
る
に
は
生
産
地
の

生
産
者
・
Ｊ
Ａ
・
行
政
が
一

体
と
な
っ
て
商
品
を
宣
伝

す
る
こ
と
が
一
番
大
切
。

そ
の
た
め
に
は
、
食
材
の

効
能
、
調
理
方
法
、
食
べ

方
な
ど
を
誰
に
も
分
か
る
方
法
で
市
場
関

係
者
に
宣
伝
す
る
こ
と
。
同
時
に
産
地
と

し
て
市
場
か
ら
信
頼
を
得
る
た
め
定
量･

定
質･

低
価
格
を
図
っ
て
、
生
産
者･

流
通

業
者･

消
費
者
の
三
位
一
体
型
を
構
築
す

る
こ
と
が
産
地
化
に
必
要
」
と
ア
ド
バ
イ

ス
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
山
菜
栽
培
に
取
り
組
ん
だ
経
緯

に
つ
い
て
、
後
藤
次
長
は
「
雪
深
い
と
こ

で
の
冬
場
の
仕
事
確
保
を
考
え
た
と
き
、

少
な
い
面
積
で
行
え
る
も
の
と
し
て
山
菜

の
促
成
栽
培
に
取
り
組
ん
だ
」、藤
嶋
さ
ん

は
「
出
稼
ぎ
し
な
い
で
冬
場
の
現
金
収
入

を
得
れ
る
も
の
と
し
て
山
菜
栽
培
を
始
め

た
」
と
山
村
地
域
の
冬
期
間
の
収
入
源
と

し
て
山
菜
栽
培
を
始
め
た
と
語
り
ま
し
た
。 

　
加
工
者
の
立
場
か
ら
石
井
氏
は
「
地
元

の
人
が
持
ち
込
ん
だ
原
料
で
作
っ
た
缶
詰

は
美
味
し
い
、
自
社
の
製
品
に
つ
い
て
は

鮮
度
に
心
が
け
て
、
商
品
の
美
味
し
さ
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
試
食
販
売
を
行
っ

て
少
し
で
も
消
費
者
に
食
べ
て
も
ら
う
よ

う
心
が
け
て
い
る
」
と
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
テ
ー
マ
と
共
通
す
る
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。 

　
供
給
す
る
現
場
に
携
わ
っ
て
き
た
経
験

か
ら
、
高
堰
さ
ん
は
「
こ
こ
数
年
、
入
山

者
の
マ
ナ
ー
が
悪
化
し
て
お
り
、
自
然
を

大
切
に
し
な
い
と
山
の
恵
み
は
続
か
な
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。 

　
最
後
に
、
星
川
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

「
生
産
地
の
生
産
者
・
Ｊ
Ａ･

行
政
が
一
体

と
な
り
取
り
組
む
こ
と
が
信
頼
さ
れ
る
産

地
へ
の
第
一
歩
で
あ
り
、
山
菜
を
消
費
地

に
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
る
」

と
述
べ
ま
し
た
。  

   

　 

 

　 　 　
山
菜
文
化
交
流
会
は
、
会
場
を
ホ
テ
ル

松
鶴
に
移
動
し
て
行
わ
れ
、
記
念
講
演
を
行
っ

た「
酒
家
華
福
寿
」オ
ー
ナ
シ
ェ
フ
の
久
保

木
武
行
氏
が
調
理
し
た「
ワ
ラ
ビ
と
蒸
し
鶏

の
バ
ン
バ
ン
ジ
ィ
ー
」や「
ア
イ
コ
の
広
東

風
蟹
あ
ん
か
け
」、「
シ
ド
ケ
と
牛
肉
の
香
港

風
細
切
り
炒
め
」、地
元
婦
人
会
の
皆
さ
ん

が
調
理
し
た「
サ
ク
の
粕
漬
け
」や「
タ
マ
ビ

ロ
の
和
え
物
」、「
タ
ケ
ノ
コ
の
し
そ
巻
漬
」

な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
、
全
国
各
地
か
ら
訪

れ
た
参
加
者
は
北
秋
田
の
山
菜
に
舌
鼓
を

打
ち
な
が
ら
、
食
材
と
し
て
の
山
菜
の
魅

力
を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。 

          

                    

　
８
日
に
は
場
所
を
県
立
北
欧
の
杜
公
園

に
移
し
、「
マ
タ
ギ
の
歴
史
と
食
文
化
」
と

題
し
北
秋
田
市
阿
仁
猟
友
会
会
長
松
橋
光

雄
氏
の
講
話
が
あ
り
、
マ
タ
ギ
の
由
来
、

マ
タ
ギ
と
し
て

の
自
ら
の
経
験
、

巻
き
狩
り
の
方

法
と
か
が
語
ら

れ
、
参
加
者
は

興
味
深
く
聞
き

入
っ
て
い
ま
し

た
。 

第５回全国山菜文化産業祭 

▲全国から関係者が参加した全国山菜文化産業祭 

▲「マタギの歴史と食文化」と 
題し講話する松橋氏 

▲ワラビと蒸し鶏のバンバン 
ジィー／久保木武行氏 

▲アイコの広東風、蟹あんか 
け／久保木武行氏 

▲サクの粕漬け／ＪＡあき 
た北央女性部 

▲シドケと牛肉の香港風細 
切り炒め／久保木武行氏 

▲タマビロの和え物／森吉 
婦人会 

▲タケノコのしそ巻漬／鷹 
巣連合婦人会 

▲山菜文化交流会で様々な山菜 
料理に舌鼓を打つ参加者（ホテ 
ル松鶴） 

それぞれの立場で意見を述べたシンポジウムそれぞれの立場で意見を述べたシンポジウム それぞれの立場で意見を述べたシンポジウム 

▲講演する久保木シェフ 
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市
で
は
、
10
月
開
院
予
定
の
北
秋
田
市
民
病
院
に
係
る
説
明
会
を
６
月
20
日
・

21
日
の
両
日
に
わ
た
り
各
地
区
４
会
場
で
開
催
し
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
、
現
在
の

状
況
、
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
理
解
を
求
め
ま

し
た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

市民病院市民説明会

 
今
回
の
説
明
会
は
、
10
月
開
院
予
定

の
市
民
病
院
の
指
定
管
理
方
針
の
変
更
、

開
院
時
の
医
療
体
制
な
ど
に
つ
い
て
、

市
民
に
理
解
と
協
力
を
お
願
い
す
る
た

め
開
催
し
た
も
の
で
す
。 

　
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル（
６
月
20
日
）、

阿
仁
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー（
同
21
日
）、

森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
同
21

日
）
、
合
川
庁
舎
大
会
議
室
（
同
21
日
）

の
４
会
場
で
開
か
れ
、
合
わ
せ
て
約
４

６
０
人
の
市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
各
会
場
で
は
、
最
初
に
津
谷
市
長
が
、

市
民
病
院
建
設
計
画
か
ら
厚
生
連
へ
の

指
定
管
理
に
至
る
ま
で
の
経
過
と
現
在

の
状
況
を
説
明
。
そ
の
中
で
「
医
療
制

度
の
改
正
等
に
よ
り
、
全
国
的
に
過
疎

地
域
の
病
院
は
経
営
が
苦
し
い
。
厚
生

連
も
例
外
で
は
な
く
、
市
民
病
院
の
指

定
管
理
を
受
け
る
に
は
赤
字
を
出
せ
な

い
状
況
な
の
で
、
当
初
、
市
で
示
し
て

い
た
指
定
管
理
の
条
件
で
は
、
と
て
も

厳
し
く
て
合
意
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

状
況
に
な
っ
た
。
私
も
、
こ
の
状
況
を

何
と
か
し
た
い
一
心
で
何
度
か
交
渉
し

た
が
、
非
常
に
厳
し
い
状
態
で
、
10
月

開
業
が
迫
っ
て
い
て
時
間
的
な
余
裕
も

な
い
こ
と
か
ら
、
最
終
的
に
は
苦
渋
の

選
択
と
し
て
基
本
方
針
の
変
更
を
決
断

し
た
と
こ
ろ
で
す
。 

　
た
だ
し
、
一
方
的
に
厚
生
連
に
譲
歩

す
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
今
後

と
も
継
続
的
に
最
大
限
の
経
営
努
力
を

求
め
て
い
く
覚
悟
で
す
。
10
月
以
降
の

状
態
を
一
歩
で
も
改
善
す
る
た
め
に
、

私
自
ら
が
先
頭
に
立
ち
、
厚
生
連
、
あ

る
い
は
県
と
強
力
に
連
携
を
図
り
、
医

師
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
説
明

会
に
出
席
し
た
市
民
に
理
解
と
協
力
を

求
め
ま
し
た
。 

　
続
い
て
、
市
の
担
当
職
員
が
、
指
定

管
理
方
針
変
更
ま
で
の
経
緯
と
変
更
内

容
、
開
院
時
の
医
療
体
制
、
病
院
へ
の

ア
ク
セ
ス
整
備
の
予
定
等
に
つ
い
て
詳

細
を
説
明
し
ま
し
た
。 

■
指
定
管
理
方
針
の
変
更
の
内
容
は
、 

【
経
営
】 

○
市
か
ら
厚
生
連
へ
支
払 

変
更
前
▽
指
定
管
理
料
約
７
８
０
０
万

円（
政
策
的
医
療
交
付
金
） 

 

変
更
後 

▽
年
度
収
支
計
画
書
の
収
支

不
足
額
を
指
定
管
理
料
と
し
て
支
払
い
、

年
度
終
了
後
決
算
状
況
に
応
じ
て
精
算

す
る
。(

政
策
的
医
療
交
付
金
は
こ
れ

に
含
ま
れ
る) 

指
定
管
理
料
約
３
億
５
８
０
０
万
円 

○
厚
生
連
か
ら
市
へ
支
払 

変
更
前
▽
指
定
管
理
者
納
付
金
（
減
価

償
却
費
等
）＝
約
１
億
８
５
０
０
万
円 

 

変
更
後 

▽
指
定
管
理
者
納
付
金（
減
価

償
却
費
等
）＝
当
分
の
間
免
除 

【
総
事
業
費
】 

変
更
前
▽
約
91
億
７
０
０
０
万
円 

 

変
更
後 

▽
約
96
億
１
０
０
０
万
円（
見

込
み
額
） 

【
病
院
跡
地
】 

変
更
前
▽
取
得
検
討
中 

 

変
更
後 

▽
評
価
額
で
購
入 

■
10
月
１
日
開
院
時
の
病
院
規
模 

○
医
療
体
制 

・
医
師
19
名
＝
常
勤
医
師
15
名
、
非
常

勤
４
名（
常
勤
換
算
） 

・
看
護
師
１
３
０
名
＝
病
棟
83
名
、
外

来
32
名
、
訪
問
看
護
等
15
名 

○
入
院
病
床
／
１
７
７
床
（
稼
働
率
87

％
　
１
５
４
床
） 

○
外
来
患
者
数
１
日
当
り
／
５
０
３
人 

○
診
療
科
21
科
／
内
科
、
精
神
科
、
消

化
器
科
、
小
児
科
、
外
科
、
整
形
外
科
、

形
成
外
科
、
脳
神
経
外
科
、
心
臓
血
管

外
科
、
皮
膚
科
、
泌
尿
器
科
、
産
婦
人

科
、
眼
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
放
射
線
科
、

呼
吸
器
科
、
歯
科
口
腔
外
科
、
麻
酔
科
、

循
環
器
科
、神
経
内
科
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科 

■
市
民
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス 

○
阿
仁
地
区
、
森
吉
地
区
の
方
は
、
内

陸
線
経
由
で
米
内
沢
駅
か
ら
市
民
病
院

行
き
を
新
設
。 

○
鷹
巣
地
区
、合
川
地
区
の
方
は
、現
在

の
鷹
巣
か
ら
沖
田
面
線
の
増
便
を
予
定
。 

■
鷹
巣
会
場（
20
日
、
中
央
公
民
館) 

▽
阿
仁
病
院
、
米
内
沢
病
院
を
地
域
に

残
し
た
上
で
、
市
民
病
院
を
運
営
す
る

と
理
解
し
て
よ
い
か
。
／
阿
仁
病
院
は

無
床
の
診
療
所
と
し
て
残
し
て
い
く
。

米
内
沢
病
院
は
、
今
後
医
療
計
画
の
中

で
早
急
に
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

▽
市
民
病
院
は
30
年
間
で
22
億
円
の
赤

字
を
市
が
穴
埋
め
す
る
と
報
道
さ
れ
て

い
た
が
、
そ
う
な
る
と
負
担
は
住
民
が

支
払
う
結
果
に
な
る
の
で
は
。
／
今
の

状
況
の
ま
ま
で
あ
れ
ば
、
30
年
間
で
22

億
円
の
負
担
に
な
る
収
支
計
画
に
な
っ

て
し
ま
う
。
医
者
を
確
保
し
て
そ
こ
に

患
者
さ
ん
が
来
て
も
ら
え
る
状
況
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
赤
字
を
圧
縮
す
る
こ
と
が
で

き
、
で
き
る
だ
け
市
民
の
負
担
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、
市
も
厚
生
連
も
努
力
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

          

▽
市
民
病
院
へ
の
バ
ス
は
鷹
巣
駅
か
ら

４
４
０
円
。
高
齢
者
や
障
害
者
へ
の
割

引
は
あ
る
か
。
／
現
在
の
案
は
３
月
に

バ
ス
会
社
と
協
議
し
な
が
ら
作
成
し
た

も
の
で
、
状
況
に
応
じ
て
考
え
た
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
割
引
や
補
助
が
市
の

財
政
負
担
に
な
っ
て
し
ま
う
事
の
一
方
、

公
平
感
の
問
題
も
あ
る
の
で
、
皆
様
か

ら
意
見
を
伺
い
な
が
ら
ど
う
い
う
方
向

が
い
い
の
か
、
ま
た
、
交
通
弱
者
の
方

の
事
も
考
え
た
上
で
今
後
の
検
討
課
題

と
し
た
い
。 

■
阿
仁
会
場
（
21
日
、
阿
仁
山
村
開
発

セ
ン
タ
ー) 

▽
市
長
に
は
、
嘘
の
な
い
情
報
公
開
を

し
て
も
ら
い
た
い
。
／
市
民
に
も
議
会

に
も
情
報
が
少
な
す
ぎ
る
。
こ
れ
ま
で

の
情
報
の
共
有
の
し
か
た
を
改
め
て
広

く
情
報
を
公
開
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
か

ら
も
広
く
情
報
を
い
た
だ
き
共
有
に
努

め
た
い
。
問
題
が
あ
っ
て
も
先
延
ば
し

す
る
こ
と
な
く
、
広
報
や
こ
の
よ
う
な

説
明
会
な
ど
を
開
き
な
が
ら
皆
さ
ん
に

説
明
し
て
い
き
た
い
。 

▽
年
度
途
中
の
指
定
管
理
料
の
変
更
は

あ
り
得
る
か
。
／
年
度
協
定
で
指
定
管

理
料
等
の
金
額
を
決
定
す
る
こ
と
に
な

る
が
、
そ
れ
ま
で
に
医
師
確
保
や
厚
生

連
か
ら
の
資
料
を
検
討
し
、
圧
縮
で
き

る
よ
う
に
努
め
た
い
。
ま
た
、
年
度
途

中
の
変
更
も
可
能
。 

■
森
吉
会
場
（
21
日
、
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー) 

▽
指
定
管
理
料
の
内
容
は
。
／
変
更
前

の
７
８
０
０
万
円
の
指
定
管
理
料
は
、

医
師
が
31
名
確
保
さ
れ
て
い
る
段
階
で
、

地
域
救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
、
へ
き
地
医

療
、
小
児
医
療
な
ど
の
政
策
的
医
療
で

国
や
県
か
ら
市
に
入
る
交
付
金
を
指
定

管
理
料
と
し
て
い
た
。
変
更
後
の
３
億

５
８
０
０
万
円
の
指
定
管
理
料
は
、
医

師
数
19
名
で
計
算
し
た
病
院
の
収
入
と

支
出
を
差
し
引
い
た
赤
字
額
を
指
定
管

理
料
と
し
た
も
の
。 

▽
中
央
病
院
の
跡
地
を
評
価
額
で
購
入

と
あ
る
が
、
当
時
の
鷹
巣
町
は
現
在
の

中
央
病
院
の
敷
地
を
中
央
病
院
に
有
償

で
提
供
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
無
償
で

提
供
し
た
の
か
。
／
旧
鷹
巣
町
時
代
に
、

病
院
建
設
用
地
と
し
て
鷹
巣
町
農
協
に

無
償
で
提
供
し
て
い
る
。
そ
の
土
地
を

鷹
巣
町
農
協
は
厚
生
連
に
売
っ
て
、
北

秋
中
央
病
院
が
建
設
さ
れ
た
。
も
と
も

と
無
償
で
提
供
し
た
土
地
を
市
で
買
い

取
る
の
は
如
何
と
は
思
う
が
、
土
地
の

所
有
権
は
厚
生
連
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

市
街
地
活
性
化
等
に
利
用
す
る
た
め
評

価
額
で
購
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

■
合
川
会
場（
21
日
、
合
川
庁
舎) 

▽
指
定
管
理
者
納
付
金
が
１
億
８
５
０

０
万
円
か
ら
当
分
の
間
免
除
に
な
っ
た

の
は
何
故
か
、
ま
た
総
事
業
費
が
約
91

億
７
０
０
０
万
円
か
ら
約
96
億
１
０
０

０
万
円
に
増
え
た
の
は
何
故
か
。
／
指

定
管
理
者
納
付
金
は
厚
生
連
が
市
に
納

付
す
る
も
の
で
、
指
定
管
理
料
を
支
出

と
収
入
の
差
額
と
す
る
変
更
後
の
内
容

で
支
払
う
と
、
赤
字
の
場
合
に
は
指
定

管
理
者
納
付
金
を
支
払
う
こ
と
に
よ
り

赤
字
幅
が
多
く
な
り
、
市
が
厚
生
連
に

支
払
う
指
定
管
理
料
も
増
え
る
。
指
定

管
理
者
納
付
金
を
免
除
す
る
こ
と
は
、

指
定
管
理
者
納
付
金
と
赤
字
の
拡
大
分

を
相
殺
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
赤
字

の
場
合
は
当
分
の
間
免
除
と
し
た
。
総

事
業
費
の
４
億
４
０
０
０
万
円
の
増
額

の
内
訳
は
、
医
療
機
器
分
と
し
て
１
億

６
０
０
０
万
円
、
病
院
跡
地
の
購
入
費

と
し
て
２
億
８
０
０
０
万
円
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。 

 

　大勢の市民が駆けつけた市民病 
院説明会(鷹巣会場＝中央公民館） 

１０月オープンの市民病院の全景(北欧の杜公園オート 
キャンプ場より） 
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▽
こ
の
年
の
３
月
22
日
北
秋
田
市
が
誕
生
。
表
紙
は
、

市
内
の
３
月
22
日
生
ま
れ
の
児
童
生
徒
。 

○
広
報
の
掲
載
内
容 

・
北
秋
田
市
が
発
足（
市
役
所
開
庁
式
ほ
か
） 

・
旧
４
町
閉
町
式 

・
高
校
生
に
よ
る
寄
稿「
北
秋
田
市
へ
の
期
待
」 

・
ち
い
き
の
話
題（
浜
辺
の
歌
音
楽
館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、

小
学
校
卒
業
式
ほ
か
） 

・
北
秋
田
市
長
選
挙
、
県
知
事
選
挙
の
お
し
ら
せ 

・
成
人
検
診
に
つ
い
て 

・
乳
幼
児
予
防
接
種 

・
下
水
道
の
使
用
区
域
に
つ
い
て 

・
市
庁
舎
の
案
内
ほ
か 

          

▽
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
郷

土
芸
能
「
根
子
番
楽
」
毎
年
、８
月
14
日
阿
仁
根
子
集
落

で
公
開
さ
れ
る
。
表
紙
は
、子
ど
も
会
に
よ
る
演
目
「
花

番
楽
」。 

○
広
報
の
掲
載
内
容 

・
忘
れ
か
け
ら
れ
た
成
田
為
三
作
品
を
発
掘 

・
ち
い
き
の
話
題（
森
吉
山
麓
た
な
ば
た
火
ま
つ
り
ほ
か
） 

・
平
成
17
年
度
北
秋
田
市
成
人
式 

・
第
44
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
・
最
高
裁
判
所
国
民
審
査 

・
乳
幼
児
福
祉
医
療
制
度
、秋
田
県
す
こ
や
か
子
育
て
支

援
事
業
の
変
更
に
つ
い
て 

・
第
29
回
秋
田
県
民
俗
芸
能
大
会 

・
前
進
座
公
演
「
髪
結
新
三
」
ほ
か  

        

▽
米
内
沢
地
区
で
60
年
以
上
続
け
ら
れ
て
い
る
、元
旦
恒

例
の
倉
ノ
山（
標
高
３
１
４
ｍ
）登
山
。
表
紙
は
、山
頂
で

の
初
日
の
出
。 

○
広
報
の
掲
載
内
容 

・
平
成
18
年
出
初
式 

・
申
告
相
談（
説
明
と
日
程
な
ど
） 

・
ト
リ
ノ
冬
季
五
輪
に
高
橋
・
小
林
選
手（
本
市
出
身
）

の
出
場
が
決
定 

・
森
吉
山
ス
キ
ー
場
北
秋
田
市
民
優
待
プ
ラ
ン
ほ
か 

         

▽
市
の
木
に
選
定
さ
れ
て
い
る
ブ
ナ
。
森
吉
山
山
開
き

で
森
吉
山
麓
の
新
緑
の
ブ
ナ
林
の
残
雪
を
ト
レ
ッ
キ
ン
グ 

○
広
報
の
掲
載
内
容 

・
特
集
・
新
緑
の
奥
森
吉 

・
通
年
型
プ
ー
ル
が
完
成 

・
第
15
回
米
代
川
花
火
大
会 

・
阿
仁
の
ゴ
ン
ド
ラ
で
行
く
森
吉
山
紀
行
ほ
か 

        

▽
秋
田
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
、合
川
・

増
沢
の
「
猿
倉
人
形
芝
居
」。
方
言
た
っ
ぷ
り
の
愉
快
な

セ
リ
フ
に
合
わ
せ
、一
人
の
演
者
が
２
体
の
人
形
を
操
る
。

表
紙
は
、第
１
回
北
秋
田
市
民
俗
芸
能
大
会
の
様
子
。 

○
広
報
の
掲
載
内
容 

・
第
1
回
北
秋
田
市
民
俗
芸
能
大
会 

・
男
女
共
同
参
画
活
動
拠
点
室
オ
ー
プ
ン 

・
合
川
歴
史
民
俗
資
料
室
が
オ
ー
プ
ン
ほ
か 

         

▽
春
彼
岸
の
伝
統
行
事
「
万
灯
火
」
。
合
川･

小
阿
仁
川

流
域
の
各
集
落
で
古
く
か
ら
春
彼
岸
の
中
日
に
行
わ
れ

て
き
た
。
表
紙
は
三
木
田･

孫
七
沢
橋
付
近
の
万
灯
火
。 

○
広
報
の
掲
載
内
容 

・
平
成
19
年
度
市
政
方
針
・
予
算
の
あ
ら
ま
し 

・
北
秋
田
市
民
病
院
建
設
事
業 

・
４
月
か
ら
業
務
開
始
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ
か 

  

        

▽
八
幡
宮
綴
子
神
社
の
例
大
祭
は
毎
年
７
月
14
日･

15
日

行
わ
れ
、ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
認
定
さ
れ
た
世
界
一
の
大
太

鼓
な
ど
が
豊
作
祈
願
で
打
ち
鳴
ら
さ
れ
る
。
表
紙
は
、当

番
町
の
下
町
の
出
陣
行
列
。 

○
広
報
の
掲
載
内
容 

・
大
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
豊
作
を
祈
願 

・
第
16
回
米
代
川
花
火
大
会 

・
認
定
こ
ど
も
園
「
し
ゃ
ろ
ー
む
」
が
発
足
ほ
か 

         

▽
奥
羽
連
山
の
雄
大
な
山
並
み
と
厳
し
い
自
然
が
作
り

出
す
ア
オ
モ
リ
ト
ド
マ
ツ
の
樹
氷
群
。
表
紙
は
、森
吉
山･

石
森（
標
高
１
３
０
８
ｍ
）か
ら
。 

○
広
報
の
掲
載
内
容 

・
平
成
19
年
度
上
半
期
財
政
白
書 

・
職
員
の
給
与
・
定
員
管
理 

・
油
の
流
出
事
故
多
発
ほ
か 

 

        

▽
６
月
15
日
、
北
欧
の
杜
公
園
で
、
第
59
回
全
国
植
樹

祭
が
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨
席
の
下
、
開
催
さ
れ
る
。

表
紙
は
、
介
添
え
役
の
緑
の
少
年
団
員
に
お
声
を
か
け

る
天
皇
皇
后
両
陛
下
。 

○
広
報
の
掲
載
内
容 

・
特
集
「
第
59
回
全
国
植
樹
祭
」 

・
行
政
報
告 

・
健
康
と
暮
ら
し
を
守
る
み
ん
な
の
国
保
ほ
か 

         

▽「
北
秋
田
き
ら
き
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
米
代
児
童
公

園
」
で
同
公
園
が
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
明
る
く
浮
か

び
上
が
る
。
表
紙
は
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
姿
の
小
学
生 

○
広
報
の
掲
載
内
容 

・
２
０
０
８
年
を
振
り
返
っ
て 

・
道
路
の
除
排
雪
に
つ
い
て 

・
12
月
定
例
会
行
政
報
告
ほ
か 

創刊号 

平成１７年４月１日 

第１１号 
平成１７年９月１日 

第２０号 
平成１８年１月１６日 

第３０号 
平成１８年６月１６日 

第３６号 
平成１８年９月１６日 

第４９号 
平成１９年４月１日 

第５７号 
平成１９年８月１日 

第６９号 
平成２０年２月１日 
 

第７９号 
平成２０年７月１日 

第９０号 
平成２０年１２月１６日 

　
広
報
誌「
き
た
あ
き
た
」が
平
成
17
年
４
月
１
日
に
第
１
号
を
創
刊
し
て
、今
号
で
１
０
０
号
を

迎
え
ま
し
た
。 

　
こ
の
間
、毎
月
１
日
、
16
日
の
２
回
発
行
か
ら
、今
年
４
月
か
ら
月
１
回
に
切
り
替
え
、市
政
の

運
営
状
態
や
諸
行
事
を
報
じ
て
き
ま
し
た
。 

　
そ
こ
で
、創
刊
１
０
０
号
に
あ
た
り
、こ
れ
ま
で
の
広
報
誌
を
振
り
返
っ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 
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平
成
21
年
用
国
土
緑
化
運
動
・
育
樹
運
動

の
ポ
ス
タ
ー
原
画
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
し
た
、

鷹
巣
南
小
の
三
上
美
里
さ
ん
（
２
年
）
と
武
田

沙
輝
さ
ん
（
４
年
）
が
６
月
22
日
、
本
間
い
ま

子
教
諭
と
と
も
に
市
役
所
を
訪
れ
、
津
谷
市

長
に
受
賞
の
報
告
を
し
ま
し
た
。 

　
三
上
さ
ん
は
農
林
水
産
大
臣
賞
、
武
田
さ

ん
は
国
土
緑
化
推
進
機
構
理
事
長
賞
を
受
賞
。

福
井
県
で
行
わ
れ
た
第
60
回
全
国
植
樹
祭
で

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

　
三
上
さ
ん
は
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
に
作
品
を

見
て
い
た
だ
き
「
毎
日
絵
を
描
い
て
い
ま
す
か
」

と
の
問
い
か
け
に
、
「
い
つ
も
絵
を
描
い
て
い

ま
す
」と
答
え
た
そ
う
で
す
。 

　
津
谷
市
長
は
、「
大
変
す
ば
ら
し
い
。
２
人

と
も
頑
張
り
ま
し
た
ね
。
こ
れ
か
ら
も
、
勉

強
も
絵
を
描
く
こ
と
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
、
受
賞
を
称
え
ま
し
た
。 

▲津谷市長に受賞を報告する三上さん（中
央右側）と武田さん 

　
ノ
ロ
川
牧
場
の
入
牧
式
が
６
月
５
日
、
森

吉
山
麓
高
原
の
同
牧
場
で
行
わ
れ
、
放
牧
さ

れ
た
牛
は
、
新
緑
が
広
が
る
牧
場
に
散
ら
ば
っ

て
悠
々
と
牧
草
を
食
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
入
牧
式
で
は
、
北
秋
田
市
森
吉
畜
産
改
良

組
合
の
金
勝
彦
組
合
長
が「
畜
産
を
取
り
巻
く

状
況
は
、
飼
育
者
の
高
齢
化
や
飼
料
の
高
騰

等
で
と
て
も
厳
し
い
。
ノ
ロ
川
で
の
放
牧
は

今
年
が
最
後
と
な
る
が
、
下
牧
す
る
ま
で
事

故
の
な
い
よ
う
ま
る
ま
る
と
育
っ
て
も
ら
い

た
い
」と
あ
い
さ
つ
。  

　
放
牧
さ
れ
る
牛
は
、
畜
産
農
家
８
軒
の
赤

毛
和
牛
や
黒
毛
和
牛
50
頭
ほ
ど
で
、
10
月
上

旬
ま
で
自
然
環
境
の
な
か
で
飼
育
さ
れ
ま
す
。

ノ
ロ
川
牧
場
の
放
牧
は
、
牧
場
再
編
の
た
め

今
年
が
最
後
と
な
り
ま
す
。 

　
第
２
回
東
北
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
競
技
大

会
が
６
月
20
日
、
21
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、

県
立
北
欧
の
杜
公
園
で
開
催
さ
れ
、
選
手
19

人
が
チ
ェ
ン
ソ
ー
を
使
っ
た
丸
太
の
彫
刻
に

挑
み
ま
し
た
。 

　
開
会
式
で
、
福
森
卓
実
行
委
員
会
会
長
は

「
チ
ェ
ン
ソ
ー
の
音
を
こ
の
空
の
下
に
響
か
せ
、

今
ま
で
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
大
会
に

臨
ん
で
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。 

　
作
品
の
テ
ー
マ
は
、
オ
ー
プ
ン
ク
ラ
ス
が

「
秋
田
の
動
物
た
ち
」、「
ス
ギ
ッ
チ
」、「
森
っ
ち
」。

ビ
ギ
ナ
ー
ク
ラ
ス
は
「
フ
ク
ロ
ウ
」
で
行
な
わ

れ
ま
し
た
。 

　
選
手
た
ち
は
、
さ
わ
や
か
な
晴
空
の
も
と
、

様
々
な
チ
ェ
ン
ソ
ー
を
使
い
分
け
、
自
分
の

思
い
描
く
作
品
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
い
ま
し

た
。 

▲自分の思い描く作品づくりに挑戦する選
手ら 

▲豊かな自然環境のなかで放牧飼育される
ノロ川牧場 

緑化活動の様子を繊細に表現 

杉の丸太を芸術作品に 

豊かな自然の中で大きくなぁれ 

　
松
森
愛
好
同
志
会
（
上
杉
忠
雄
会
長
）
が
緑

化
功
労
者
国
土
緑
化
推
進
機
構
理
事
長
賞
を

受
賞
し
、
６
月
22
日
、
上
杉
会
長
と
高
関
英

男
事
務
局
長
が
市
役
所
を
訪
れ
、
津
谷
市
長

に
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。 

　
上
杉
会
長
は
「
先
代
た
ち
の
森
づ
く
り
を

引
き
継
い
で
、
桜
や
つ
つ
じ
の
植
栽
を
進
め

て
き
た
も
の
で
、
長
年
の
緑
化
活
動
が
評
価

さ
れ
て
と
て
も
嬉
し
い
。
今
後
は
、
更
に
森

づ
く
り
に
専
念
し
、
地
域
の
活
力
源
に
結
び

つ
け
た
い
」
な
ど
と
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。 

　
津
谷
市
長
は
「
長
年
に
わ
た
り
、
公
園
の

緑
化
に
努
め
ら
れ
大
変
感
謝
し
て
い
る
。
地

域
に
対
す
る
愛
情
や
こ
だ
わ
り
を
も
っ
て
い

な
い
と
継
続
で
き
な
い
。
活
動
が
次
の
世
代

に
繋
が
っ
て
い
く
よ
う
を
続
け
て
ほ
し
い
」

な
ど
と
同
会
の
活
動
を
称
え
ま
し
た
。 

▲市長に受賞の報告をする松森愛好同志
会の上杉会長と高関事務局長 

　
市
が
阿
仁
幸
屋
地
内
で
建
設
を
進
め
て
い

た
幸
屋
交
流
セ
ン
タ
ー
の
竣
工
式
が
５
月
31

日
行
わ
れ
、
地
区
住
民
ら
が
、
秋
田
杉
が
ふ

ん
だ
ん
に
使
わ
れ
た
交
流
セ
ン
タ
ー
の
完
成

を
喜
び
合
い
ま
し
た
。 

 

施
設
は
木
造
平
屋
建
て
で
述
べ
床
面
積
１
４

０
・
３
㎡
。
44
帖
の
集
会
室
の
ほ
か
、
調
理
器

具
を
備
え
た
実
習
室
、
会
議
室
な
ど
を
備
え

ま
す
。 

　
竣
工
式
に
は
、
地
元
幸
屋
自
治
会
の
住
民

ら
関
係
者
約
41
人
が
出
席
。 

　
は
じ
め
に
、
津
谷
市
長
が
「
地
域
の
方
々

に
大
い
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
交

流
の
拠
点
と
な
る
よ
う
活
用
し
て
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
式
典
後
は
、
祝
賀
会
が
開
か

れ
、
秋
田
杉
の
香
り
に
満
ち
た
地
域
活
動
の

拠
点
施
設
完
成
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。 

　
第
25
回
ふ
る
さ
と
踊
り
と
餅
っ
こ
ま
つ
り

（
和
田
テ
ヱ
子
実
行
委
員
長
）
が
５
月
31
日
、 

鷹
巣
駅
前
・
銀
座
通
り
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、

見
物
客
な
ど
で
終
日
多
く
の
人
出
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
、
目
抜
き
通
り
が
歩
行
者
天
国

と
な
り
、
餅
の
販
売
や
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
な
ど
各
団
体
の
出
店
の
ほ
か
、
綴
子
下
町

大
太
鼓
保
存
会
の
獅
子
踊
り
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
「
縄
文
踊

り
」
な
ど
が
見
物
客
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。 

　
ふ
る
さ
と
踊
り
に
は
、
約
５
０
０
人
が
参

加
。
餅
を
振
舞
う
大
八
車
と
綴
子
大
太
鼓
の

先
導
で
始
ま
り
、
着
物
姿
も
あ
で
や
か
な
踊

り
手
や
、
子
ど
も
太
鼓
の
か
わ
い
い
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
に
、
沿
道
を
埋
め
る
観
衆
は
、
惜
し

み
な
い
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。 

▲餅を買い求める人や見物客でにぎわった
第25回ふるさと踊りと餅っこまつり 

▲秋田杉がふんだんに使われた「幸屋交流
センター」 

松森公園の植栽整備等を評価 

ふるさと踊りでにぎわう 

木の香り漂う交流の拠点が完成 

ちいきの話題ちいきの話題ちいきの話題

み
さ
と 

さ 

き 

●国土緑化育樹運動ポスター原画コンクール 

●第２回東北チェンソーアート競技大会 

●ノロ川牧場入牧式 

●松森愛好同志会 緑化功労者受賞 

●第25回ふるさと踊りと餅っこまつり 

●幸屋交流センター竣工 
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ちいきの話題ちいきの話題ちいきの話題定例記者会見／市長ダイアリー

▲補正予算や市民説明会などについて方針

を発表した津谷市長定例記者会見 

◇
５
月
16
日
〜
６
月
15
日 

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー 

５
月
17
日（
日
）▽
首
都
圏
あ
に
会
総
会
に
出
席（
東
京
都
） 

19
日
（
火
）▽
秋
田
県
史
跡
整
備
市
町
村
協
議
会
総
会
に
出
席（
秋
田
市
）▽
全
県
市

町
村
長
会
議
に
出
席（
秋
田
市
） 

20
日
（
水
）▽
鳥
獣
保
護
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
総
会
に
出
席（
四
季
美
館
）▽
北
秋

田
建
設
業
協
会
第
44
回
定
時
総
会
に
出
席（
ホ
テ
ル
松
鶴
） 

21
日（
木
）▽
第
１
回
北
秋
田
市
行
財
政
改
革
推
進
本
部
会
議
に
出
席（
大
会
議
室
） 

25
日
（
月
）▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
病
院
組
合
正
副
管
理
者
会
議
及
び
臨
時
議
会

に
出
席（
公
立
米
内
沢
総
合
病
院
） 

26
日（
火
）▽「
平
成
21
年
度
県
民
防
災
の
日
」訓
練
を
観
閲（
市
役
所
駐
車
場
）
 

27
日（
水
）▽
秋
田
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
協
会
総
会
に
出
席（
北
欧
の
杜
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
）

▽
北
秋
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校
総
会
に
出
席（
中
央
公
民
館
） 

28
日
（
木
）▽
北
秋
田
市
日
沿
道
・
中
岱
橋
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
総
会
に
出
席（
ホ

テ
ル
松
鶴
）▽
北
秋
田
地
域
振
興
局
と
の
意
見
交
換
会
に
出
席（
大
会
議
室
） 

29
日（
金
）▽
平
成
21
年
北
秋
田
市
議
会
第
３
回
臨
時
会
に
出
席（
議
事
堂
）
▽
北
秋

田
市
議
会
議
員
全
員
協
議
会
に
出
席（
大
会
議
室
） 

30
日（
土
）▽
三
浦
武
氏
旭
日
双
光
章
受
章
記
念
祝
賀
会
に
出
席（
秋
田
市
） 

31
日
（
日
）▽
消
防
団
水
防
訓
練
に
出
席（
森
吉
野
球
場
駐
車
場
）▽
第
25
回
ふ
る
さ

と
踊
り
と
餅
っ
こ
ま
つ
り
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
参
加
▽
阿
仁
幸
屋
交
流
セ
ン

タ
ー
竣
工
式
に
出
席（
同
所
） 

６
月
１
日（
月
）▽
米
代
川
重
要
水
防
合
同
巡
視
に
出
席（
前
山
川
水
門
） 

２
日（
火
）▽
第
５
回
全
国
水
害
サ
ミ
ッ
ト
に
出
席（
東
京
都
） 

３
日（
水
）▽
第
79
回
全
国
市
長
会
議
に
出
席（
東
京
都
） 

５
日（
金
）▽
阿
仁
病
院
運
営
協
議
会
に
出
席（
阿
仁
病
院
） 

７
日（
日
）▽
第
５
回
全
国
山
菜
文
化
産
業
祭
に
出
席（
文
化
会
館
） 

８ 
日（
月
）▽
北
秋
田
市
議
会
議
員
全
員
協
議
会
に
出
席（
大
会
議
室
） 

９ 
日（
火
）▽
第
２
回
北
秋
田
市
行
財
政
改
革
推
進
本
部
会
議
に
出
席（
中
央
公
民
館
） 

10 
日（
水
）▽
定
例
記
者
会
見（
中
央
公
民
館
） 

12 
日（
金
）▽
第
２
回
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
会
議
に
出
席（
中
央
公
民
館
） 

13 
日（
土
）▽
清
水
修
智
氏
旭
日
双
光
章
受
章
記
念
祝
賀
会
に
出
席（
中
央
公
民
館
） 

14 
日（
日
）▽
航
空
自
衛
隊
北
部
航
空
音
楽
隊
演
奏
会
に
出
席（
文
化
会
館
） 

15 
日（
月
）▽
北
秋
田
市
コ
ウ
ノ
ト
リ
委
員
委
嘱
状
交
付
式
に
出
席（
大
会
議
室
） 

　
津
谷
市
長
の
定
例
記
者
会
見
が
６
月
10

日
、中
央
公
民
館
で
開
か
れ
、市
議
会
６
月

定
例
会
に
上
程
す
る
議
案
や
予
算
の
概
要
、

市
民
病
院
に
係
る
市
民
説
明
会
を
開
催
す

る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。 

　
津
谷
市
長
は
、
補
正
予
算
の
主
な
内
容

を
説
明
し
、こ
の
内「
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生

臨
時
対
策
基
金
事
業
」に
つ
い
て
は
、雇
用

創
出
を
目
的
と
す
る
事
業
。
商
工
会
の
若

手
の
方
々
６
名
が
「
北
秋
田
名
物
株
式
会

社
」
を
立
ち
上
げ
る
。
空
き
店
舗
２
店
を

利
用
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
販

路
の
拡
大
、
特
産
品
開
発
に
よ
り
地
場
産

業
の
活
性
化
や
地
元
雇
用
の
拡
大
、
観
光

案
内
所
の
設
置
な
ど
に
よ
り
、
観
光
客
の

誘
致
や
駅
前
の
賑
わ
い
創
出
を
図
る
。
会

社
で
11
名
ほ
ど
雇
用
す
る
予
定
。
財
源
は

県
の
補
助
金
を
利
用
す
る
」
な
ど
と
説
明
。 

　
ま
た
、
北
秋
田
市
民
病
院
に
係
る
市
民

説
明
会
に
つ
い
て「
指
定
管
理
の
方
針
や
、

こ
れ
ま
で
の
議
会
や
市
民
の
方
々
に
説
明

し
た
き
た
計
画
か
ら
変
更
に
な
っ
て
き
て

い
る
。
変
更
の
内
容
に
つ
い
て
、
不
安
に

思
っ
て
い
る
市
民
の
方
々
も
多
い
と
思
う

し
、
経
緯
や
現
状
を
し
っ
か
り
と
説
明
し

て
理
解
を
得
た
い
」な
ど
と
説
明
し
ま
し
た
。  

　
こ
の
あ
と
、
阿
仁
ス
キ
ー
場
の
ゴ
ン
ド

ラ
運
行
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
こ
れ
に

対
し
津
谷
市
長
は「
市
と
し
て
は
、夏
の
運

行
は
準
備
が
整
い
し
だ
い
実
施
し
た
い
。

冬
の
運
行
は
し
な
い
」
と
市
の
方
針
を
明

確
に
述
べ
ま
し
た
。 

 

運
行
の
形
態
に
つ
い
て
は
「
現
在
、施
設

の
所
有
者
で
あ
る
ウ
イ
ン
タ
ー
リ
ゾ
ー
ツ

社
と
、
運
行
の
運
営
を
し
た
い
と
し
て
い

る
市
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
間
に
立
っ
て
交

渉
し
て
い
る
。
ウ
イ
ン
タ
ー
リ
ゾ
ー
ツ
社

か
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
施
設
を
借
り
受
け

る
形
で
運
営
し
、
市
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

た
い
。
運
行
で
き
る
条
件
が
整
い
し
だ
い
、

早
期
に
運
行
を
開
始
し
た
い
。
近
々
に
い

い
報
告
が
で
き
る
と
思
う
」
な
ど
と
答
え

ま
し
た
。 

　
奥
森
吉
・
太
平
湖
の
湖
水
開
き
が
６
月
１

日
行
わ
れ
、
湖
を
周
航
す
る
遊
覧
船
の
運
航

が
始
ま
り
ま
し
た
。 

　
湖
水
開
き
の
セ
レ
モ
ニ
ー
は
、
太
平
湖
グ

リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
内
で
神
事
が
行
わ
れ
、
高
田

日
出
男
市
観
光
公
社
理
事
長
は
「
観
光
客
の

皆
さ
ん
に
は
、
自
然
豊
か
で
希
少
な
動
植
物

が
生
息
し
て
い
る
奥
森
吉
を
満
喫
し
て
い
た

だ
き
、
楽
し
い
思
い
出
を
作
っ
て
い
た
だ
き

た
い
」
な
ど
と
、
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
。 

　
こ
の
あ
と
、
遊
覧
船
が
発
着
す
る
高
清
水

桟
橋
ま
で
下
り
、
今
年
の
第
１
便
と
し
て
出

航
し
た
「
森
吉
丸
」
を
見
送
り
ま
し
た
。
こ

の
日
は
あ
い
に
く
の
雨
天
で
観
光
客
も
ま
ば

ら
で
し
た
が
、
遊
覧
船
は
新
緑
映
え
る
湖
面

を
す
べ
る
よ
う
に
航
跡
を
残
し
、
観
光
シ
ー

ズ
ン
の
幕
開
け
を
告
げ
ま
し
た
。 

▲新緑映える湖面をすべるように航跡を
残し、第１便が出発した太平湖湖水開き 

　
平
成
21
年
度
北
秋
田
市
水
防
訓
練
が
５
月

31
日
、
森
吉
野
球
場
駐
車
場
で
、
市
内
の
消

防
団
員
（
27
分
団
）
約
１
３
０
人
が
参
加
し
、

も
し
も
の
場
合
の
防
災
技
術
の
取
得
に
取
り

組
み
ま
し
た
。 

　
開
会
式
で
、
津
谷
永
光
訓
練
本
部
長
は
「
今

回
行
う
訓
練
の
工
法
は
実
践
に
即
し
た
効
果

的
な
も
の
な
の
で
、
し
っ
か
り
と
技
術
の
習

得
に
努
め
、
市
民
が
安
全
で
安
心
し
て
す
ご

せ
る
対
策
を
取
れ
る
よ
う
、
頑
張
っ
て
欲
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
。 

　
こ
の
後
、
参
加
し
た
消
防
団
員
は
２
つ
の

班
に
別
れ
、
指
導
員
か
ら
「
シ
ー
ト
張
り
工
」

「
積
み
土
の
う
工
」
の
各
水
防
工
法
の
作
業
手

順
や
ロ
ー
プ
の
基
本
的
な
結
び
方
等
の
指
導

を
受
け
、
実
践
し
な
が
ら
技
術
習
得
に
向
け

た
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
森
吉
山
阿
仁
側
コ
ー
ス
の
山
開
き
が
５
月

31
日
、
現
地
で
行
わ
れ
、
夏
山
シ
ー
ズ
ン
の

幕
開
け
を
前
に
、
県
内
外
か
ら
参
加
し
た
登

山
愛
好
者
ら
約
40
人
が
、
高
山
植
物
が
咲
き

始
め
た
森
吉
山
を
満
喫
し
ま
し
た
。 

　
開
会
式
で
渡
部
博
阿
仁
山
岳
会
副
会
長
は

「
登
山
さ
れ
る
方
に
は
、
ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
な

ど
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
登
山
し
て
も
ら
い
た
い
。

こ
の
美
し
い
森
吉
山
を
次
の
世
代
に
引
き
継

い
で
い
き
た
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。 

　
そ
の
後
、
新
緑
の
ブ
ナ
林
の
間
を
ぬ
っ
て

山
頂
を
目
指
し
ま
し
た
。
登
山
道
周
辺
に
は
、

シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
や
オ
オ
バ
キ
ス
ミ
レ
な
ど
が

咲
い
て
お
り
、
登
山
者
ら
は
立
ち
止
ま
り
、

花
の
名
前
な
ど
を
確
認
し
な
が
ら
、
思
い
お

も
い
の
ペ
ー
ス
で
歩
を
進
め
ま
し
た
。 

▲新緑のブナ林の間をぬって山頂を目指し
た森吉山阿仁側コース山開き 

▲「積み土のう工法」の訓練に、きびきびと
した動きで取り組む消防団員ら 

奥森吉の大自然で散策はいかが 

花の季節に向かって 

水害に備えて防災技術を習得 

●「太平湖」湖水開き 

●森吉山阿仁側コース山開き 

●平成21年度北秋田市水防訓練 
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声
の
出
し
方
の
即
席
講
座
の
あ

と
、
全
員
で「
浜
辺
の
歌
」を
合
唱
。 

●公民館活動　●生涯学習
●文化振興　●学校　●スポーツ

地域で学び、活動する
皆さんを応援します

　
各
地
区
で
今
年
度
の
高
齢
者
大
学
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
各
地
区
で
多
く
の
市

民
が
趣
味
や
世
代
間
交
流
、
研
修
旅
行
、

健
康
講
座
な
ど
で
学
び
活
動
し
て
い
ま
す
。

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
各
公
民
館
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
　
＊
　
　
　
　
＊ 

■
森
吉
大
学（
５
月
18
日
） 

　
森
吉
大
学
で
は
１
２
０
名
の
受
講
生
が

出
席
し
、
開
講
式
が
開
か
れ
今
年
度
の
学

習
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

　
開
講
式
で
は
学
長
の
佐
々
木
公
民
館
長

が
「
大
学
で
生
き
が
い
を
も
っ
て
学
ぶ
に

は
、
気
力
・
体
力
・
意
欲
の
３
つ
の
要
素

が
必
要
。
楽
し
く
無
理
な
く
１
年
間
学
習

し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。 

　
引
き
続
き
、
記
念
講
演
と
し
て
七
日
市

龍
泉
寺
の
佐
藤
俊
晃
住
職
が
『
絶
対
長
生

き
す
る
方
法
』
と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。 

◎
森
吉
公
民
館
　
�

72-

３
２
５
９ 

 

■
阿
仁
生
き
活
き
大
学（
５
月
20
日
） 

　
阿
仁
生
き
活
き
大
学
で
は
50
名
の
受
講

生
が
出
席
し
、
入
学
・
開
講
式
が
開
か
れ

ま
し
た
。 

　
開
講
式
で
は
、
学
長
の
湊
公
民
館
長
が

「
人
生
が
豊
か
で
あ
り
な
が
ら
、
さ
ら
に

学
ぶ
と
い
う
意
欲
に
敬
意
を
表
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。 

　
最
初
の
授
業
と
し
て
、
日
本
笑
い
学
会

秋
田
県
幹
事
の
人
生
亭
喜
楽
駄
朗
氏
が
『
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
漫
談
〜
健
幸
長
寿
は
笑
い
か

ら
』
と
題
し
て
講
話
が
行
わ
れ
、
受
講
生

を
巻
き
込
ん
だ
ネ
タ
に
、
会
場
は
終
始
笑

い
声
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

◎
阿
仁
公
民
館
　
�

82-

２
２
２
０ 

 

■
合
川
こ
と
ぶ
き
大
学（
５
月
29
日
） 

　
合
川
こ
と
ぶ
き
大
学
の
入
学
式
で
は
、
学

長
の
関
公
民
館
長
が
「
本
大
学
は
『
健
康
で

学
び
続
け
る
喜
び
の
発
見
と
仲
間
づ
く
り
』

と
い
う
モ
ッ
ト
ー
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
こ
で

学
習
し
た
こ
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
活

か
し
、
学
習
の
輪
を
大
き
く
し
て
も
ら
い
た

い
。
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

　
入
学
式
終
了
後
、
佐
藤
孝
さ
ん
（
秋
田

看
護
福
祉
大
学
看
護
福
祉
学
部
看
護
学
科

専
任
教
員
）
が
「
人
生
こ
れ
か
ら
・
愉
快

に
元
気
に
再
発
見
」
と
題
し
て
講
話
を
し

ま
し
た
。 

◎
合
川
公
民
館
　
�

78-

２
１
１
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旧
合
川
町
川
井
地
区
の
共
同
墓
地
内
に

あ
る「
板
碑
」と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
板

碑
と
い
う
の
は
、
当
時
の
武
士
階
級
の
間

に
流
行
し
た
熊
野
信
仰
、
浄
土
宗
の
影
響

を
受
け
、
亡
く
な
っ
た
人
の
冥
福
を
祈
り

供
養
す
る
た
め
板
状
の
石
で
作
っ
た
も
の

で
、
梵
字
や
法
名
、
願
文
、
建
立
月
日
な

ど
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
鎌
倉
時
代
か
ら

17
世
紀
の
初
め
頃
ま
で
、
多
く
作
ら
れ
ま

し
た
が
、
県
内
で
は
３
番
目
に
古
く
、
北

秋
田
市
で
は
珍
し
い
碑
で
す
。 

　
こ
の
碑
に
は
、
延
慶
２
年（
１
３
０
９
）、

松
石
殿
な
ど
と
刻
ま
れ
て
お
り
、
松
石
と

い
う
人
を
供
養
す
る
た
め
に
建
て
ら
れ
た

も
の
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
人
物
に
つ
い

て
は
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の

地
方
を
治
め
た
豪
族
で
村
の
発
展
に
頑
張

っ
た
人
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

近
く
の
台
地
に
松
石
と
い
う
地
名
が
残
っ

て
い
ま
す
。 

　
江
戸
時
代
の
後
期
、
川
井
村
の
神
官
斎

藤
治
国
の
記
録
に
、
村
の
西
方
に
二
本
杉

館
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
碑
は
こ
の
館
下

で
発
見
さ
れ
、
享
保
の
頃（
１
７
１
６
〜

１
７
３
６
）村
の
墓
上
に
村
人
が
運
び
、

建
立
し
供
養
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

近
所
の
人
た
ち
の
話
で
は
、
お
彼
岸
に
は

必
ず
お
参
り
す
る
と
い
う
程
大
事
に
さ
れ

て
い
る
碑
で
す
。 

　
文
化
２
年（
１
８
０
５
）、
川
井
村
に
滞

在
し
た
菅
江
真
澄
は
、
こ
の
文
字
は
と
て

も
整
っ
て
い
て
美
し
い
文
字
と
評
し
、
拓

本
に
と
っ
て
い
ま
す
。（「
延
慶
二
年
巳
酉
」

〝
六
朝
〞の
書
体
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
） 

▽
平
成
４
年
５
月
旧
合
川
町
指
定
有
形
文

化
財
　 

▽
資
料
／「
合
川
町
の
文
化
財
」、「
秋
田
の

史
跡
・
考
古
」、「
北
鹿
は
宝
箱
」
ほ
か 

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財
保
護
審
議

会
委
員
　
照
内
捷
二 

◇
所
在
地
・
北
秋
田
市
川
井
字
家
の
後 

 

◇
所
有
者
・
北
秋
田
市 

共
同
墓
地
内 

▲北秋田市指定有形文化財　板碑「延慶の碑」 

米内沢高校「第４回ようこそ先
輩―スペシャリストに学ぶ」 ▼ 

　５月２７日県立米内沢高校で、佐野靖東京芸術大学

教授らによる講演会を開催しました。 

　今回は、地元の偉人成田為三を学び、自分たちの郷

土に誇りと自信をもってもらいたいと、米内沢高校の

ほか、米内沢小学校４・５・６年生、合川高校１年生

も参加しました。 

　佐野教授は『成田為三と日本のうた』と題して講演。

「音楽は音が鳴っている時間が一番大事。一生に一度

しかない時間、音楽を大切にしてほしい」と生徒らに

呼びかけました。 

　続いて、声楽家佐藤容子さんの独唱で「浜辺の歌」

など４曲が披露され、佐野教授の伴奏との息のあった

音色に会場は大きな拍手でつつまれました。 

　また、佐藤さんによる発声講座の後、全員で浜辺の

歌を合唱し、身体全体を使って声を出すイメージを実

感していました。 

　最後に佐野教授は「為三が奏でた素晴らしい歌曲が

自分のふるさとにあることを誇りに思ってほしい」と

生徒らに語りかけました。 

　「
思
い
出
の
歌 

喫
茶
ひ
ま
わ
り
」

も
、
今
回
で
第
11
回
目
を
迎
え

ま
す
。 

 

お
茶
や
手
作
り
の
お
菓
子
を
味

わ
い
な
が
ら
歌
を
楽
し
み
、
参

加
者
み
ん
な
が
交
流
を
図
っ
て

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
お
り

ま
す
。 

 

歌
う
こ
と
の
好
き
な
市
民
が
一

堂
に
集
い
、
一
緒
に
歌
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。 

　
み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

テ
ー
マ
／
「
み
ん
な
で
広
げ
よ
う

　
歌
声
の
輪
を
」 

日
時
／
平
成
21
年
７
月
４
日（
土
） 

　
　
　
午
後
２
時
〜
４
時 

場
所
／
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル 

参
加
費
／
一
人
　
３
０
０
円
（
申

し
込
み
の
際
納
入
く
だ
さ
い
。） 

定
員
／
２
０
０
名
程
度 

申
込
期
限
／
７
月
３
日（
金
） 

①
か
ぎ
針
で
編
む
サ
マ
ー
バ
ッ

ク
講
座 

日
時
／
７
月
14
日
（
火
）・
７
月
21

日
（
火
）
・
７
月
28
日
（
火
）
の
３

回
　 

午
後
１
時
〜
４
時 

場
所
／
合
川
公
民
館
「
婦
人
研
修

室
」 

講
師
／
吉
田
優
子
さ
ん 

内
容
／
か
ぎ
針
で
編
む
袋
物
（
初

心
者
で
も
Ｏ
Ｋ
） 

募
集
人
数
／
15
人
　
先
着
順
（
３

回
と
も
参
加
で
き
る
人
） 

材
料
費
／
３
０
０
０
円
程
度
（
初

回
に
集
め
ま
す
） 

持
ち
物
／
か
ぎ
針
　
５
号
〜
８

号（
あ
る
人
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
） 

申
込
期
間
／
７
月
１
日
（
水
）
午

前
９
時
〜
７
月
６
日
（
月
）
午
後

５
時 

 

②
初
心
者
向
け
の
篆
刻
講
座 

日
時
／
７
月
23
日
（
木
）
・
８
月

20
日
（
木
）
・
８
月
27
日
（
木
）
の

３
回
　
午
前
９
時
〜
12
時 

場
所
／
合
川
公
民
館
農
業
研
修

室 講
師
／
北
秋
田
篆
刻
同
好
会 

内
容
／
自
分
の
手
で
印（
ハ
ン
コ
）

を
彫
り
ま
せ
ん
か
（
好
き
な
漢
字

１
字
等
） 

募
集
人
数
／
15
人
　
先
着
順
（
３

回
と
も
参
加
で
き
る
人
） 

材
料
費
／
１
０
０
０
円
程
度
（
初

回
に
集
め
ま
す
） 

持
ち
物
／
筆
記
用
具 

申
込
期
間
／
７
月
１
日
（
水
）
午

前
９
時
〜
７
月
９
日
（
木
）
午
後

５
時 

   

「
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
」講
座
　 

〜
行
事
な
ど
の
飾
り
付
け
に
大

活
躍
〜 

日
時
／
７
月
11
日（
土
） 

　
　
　
午
前
10
時
〜
12
時 

場
所
／
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー 

講
師
／
大
川
龍
也
さ
ん 

対
象
／
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す 

内
容
／
風
船
を
ひ
ね
っ
た
り
結

ん
だ
り
し
て
い
ろ
い
ろ
な
形
に

し
ま
す 

材
料
費
／
１
５
０
０
円 

      「
夏
休
み
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー

教
室
」
　 

　
夏
の
思
い
出
に
素
敵
な
オ
リ

ジ
ナ
ル
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
！ 

　
子
ど
も
に
も
簡
単
に
で
き
ま
す
。 

☆
小
学
生
の
親
子
対
象 

日
時
／
７
月
28
日（
火
） 

　
　
　
午
後
２
時
〜
４
時 

定
員
／
10
組（
先
着
順
） 

☆
大
人
対
象 

日
時
／
７
月
29
日
（
水
）
午
後
６

時
30
分
〜
８
時
30
分 

定
員
／
10
人（
先
着
順
） 

場
所
／
阿
仁
公
民
館 

講
師
／
高
橋
美
喜
子
さ
ん 

教
材
費
／
１
５
０
０
円
程
度 

申
込
期
間
／
７
月
１
日
（
水
）
〜

７
月
15
日（
水
） 

﹁
思
い
出
の
歌

喫
茶
ひ
ま
わ
り
﹂
開
催

◎
申
込
み
・
問
合
せ 

中
央
公
民
館
�
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森
吉
公
民
館
講
座
募
集

◎
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問
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館
�
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学びの広場

北秋田市教育委員会
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≪今までお使いの保険証≫ 

後期高齢者医療の被保険者証

（保険証）が新しくなります
後期高齢者医療の被保険者証

（保険証）が新しくなります

後期高齢者医療の被保険者証

（保険証）が新しくなります

後期高齢者医療の被保険者証

（保険証）が新しくなります

現
在
、限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額 

減
額
認
定
証 

を
お
持
ち
の
方
へ 

保
険
証
の
詐
取
に 

      

注
意
し
て
く
だ
さ
い 

● 

所
得
割
額
の
軽
減 

　
被
保
険
者
本
人
の
総
所
得
金
額
等
（
基
礎
控
除

後
）に
応
じ
て
、
所
得
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。 

          

他
県
に
お
い
て
、
広
域
連
合
や
市
町
村
職
員
に
な

り
す
ま
し
、
保
険
証
を
だ
ま
し
取
る
と
い
う
事
件

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
手
口
は
、「
保
険
証
の
更
新

時
期
な
の
で
、
古
い
保
険
証
を
回
収
に
来
ま
し
た
。

新
し
い
保
険
証
は
後
日
郵
送
し
ま
す
」
と
説
明
し
、

だ
ま
し
取
る
と
い
う
も
の
で
す
。
だ
ま
し
取
ら
れ

た
保
険
証
は
、
身
分
証
明
書
と
し
て
悪
用
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

　
今
ま
で
の
お
使
い
い
た
だ
い
て
い
た
後
期
高
齢
者
医
療
の「
保
険
証
」が
新
し
く
な

り
ま
す
。
北
秋
田
市
で
は
、
７
月
末
頃
、
加
入
者
の
皆
様
に
送
付
い
た
し
ま
す
。
申
請

手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
８
月
１
日
以
降
は
、
必
ず
新
し
い
保
険
証
を
医
療

機
関
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
保
険
証
は
、
被
保
険
者
の
所
得
に
応
じ
て
、

自
己
負
担
割
合
が
１
割
の
方
と
３
割
の
方
が
お
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

（有効期限）　 

平成２１年７月３１日まで 

＜注意＞ 

８月１日以降は、使用できません 

（有効期限）※１年間　 

平成２１年８月１日から 

平成２２年７月３１日まで 

※７月末にご自宅へ送付されます 

≪新しい保険証≫ 

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料 

決
定
通
知
が
７
月
中
旬
に
届
き
ま
す 

 
平
成
20
年
中
の
所
得
で
、
世
帯
員
全
員
が
住
民
税

非
課
税
と
な
る
世
帯
の
方
は
、
入
院
時
の
食
事
代

と
１
か
月
の
医
療
費
自
己
負
担
限
度
額
が
減
額
に

な
る
「
限
度
額
適
用･

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
在
、
交

付
を
受
け
て
い
る
方
で
、
引
き
続
き
世
帯
員
全
員

が
住
民
税
非
課
税
と
な
る
世
帯
の
方
に
つ
い
て
は
、

８
月
１
日
か
ら
有
効
と
な
る
「
限
度
額
適
用･

標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
保
険
証
と
一
緒
に
送
付

い
た
し
ま
す
。
送
付
さ
れ
た
方
は
、
以
前
の
証
を

使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
平
成
20
年
中
の
所
得
で
、
世
帯
員
全
員
が

住
民
税
非
課
税
の
世
帯
で
あ
っ
て
も
、
以
前
に
交
付

を
受
け
て
い
な
い
方
に
つ
い
て
は
送
付
さ
れ
ま
せ

ん
。
交
付
を
受
け
た
い
方
は
、
窓
口
で
申
請
し
て
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

    

　
平
成
20
年
中
の
所
得
に
応
じ
て
確
定
し
た
後
期

高
齢
者
医
療
の
保
険
料
を
お
知
ら
せ
す
る
通
知
書

が
、
加
入
者
の
皆
様
に
送
付
さ
れ
ま
す
。 

　
保
険
料
は
、
特
別
徴
収（
年
金
か
ら
の
徴
収
）と

普
通
徴
収（
口
座
振
替
ま
た
は
納
付
書
に
よ
る
徴
収
）

に
よ
る
方
が
お
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

     

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
は
、
原
則
と
し
て
年

金
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
窓
口
で
申
請
す
る
こ
と
で
、
特
別
徴
収（
年
金

か
ら
の
徴
収
）か
ら
口
座
振
替
に
変
更
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
変
更
に
よ
り
、
世
帯
全
体
の
所
得
税

や
住
民
税
が
減
額
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
下
記
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。 

   

● 

均
等
割
額
の
軽
減 

 

所
得
の
低
い
世
帯
の
方
は
、
世
帯
主
及
び
被
保
険

者
の
所
得
に
応
じ
て
、
保
険
料
の
均
等
割
額
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。
世
帯
主
及
び
被
保
険
者
の
総
所
得

が
33
万
円
以
下
で
、
被
保
険
者
全
員
が
年
金
収
入

80
万
円
以
下
の
方（
そ
の
他
各
所
得
が
な
い
方
）は
、

均
等
割
額
が
９
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。 

 

ま
た
、
７
割
軽
減
に
該
当
す
る
方
を
８
・
５
割
軽

減
と
す
る
措
置
が
、
平
成
21
年
度
も
継
続
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

特
別
徴
収（
年
金
か
ら
の
徴
収
）と
な
っ
て 

い
る
方
は
、口
座
振
替
に
変
更
で
き
ま
す 

保
険
料
の
軽
減
措
置
が 

        

変
わ
り
ま
し
た 

世帯主及び被保険者の総所得金額 

が下記基準を超えない世帯 
軽減割合 均等割額 

基礎控除額（330,000円） 

被保険者全員の年金収入80万円 
以下で、その他各所得がない 

基礎控除額（330,000円）+350,000円 
×被保険者の数 

２割 30,700円 

基礎控除額（330,000円）+245,000円 
×被保険者の数 
（世帯主である被保険者を除く） 

５割 19,200円 

７割→８.５割 5,700円 

 

９割 3,800円 

軽減が拡大 

されました 

さ
し
ゅ 

○新しい保険証は、７月下旬に発送 

　予定です。 

○職員が直接訪問し、古い保険証を 

　回収するようなことはありません 

○もし不審な訪問を受けた場合は、 

　絶対にその場で保険証は渡さず、 

　お問い合わせ先へご連絡ください。  

 

◆健康保険（全国健康保険協会の健康保険 ※平成20年9月までは社会保険事務所の所管） 

◆健康保険組合（企業又は団体で作る健康保険） 

◆共済組合（公務員等が加入する健康保険） 

＜注意＞  

　国民健康保険（国保）と国民健康保険組合（国保組合）に加入されていた方は、軽減措置の対象になりません。 

◆新たに保険料を負担することになる社会保険等の被扶養者であった方は、制度への加入時から２年間均

等割額が５割軽減され、所得割額は課されません。 

→ 特例措置により、平成２１年４月から平成２２年３月分までの保険料については、均等割額が９割軽減

されます。軽減を受けるために、申請の必要はありません。 

被
保
険
者
本
人
の
総
所
得
金
額
等 

軽
減
割
合 

58
万
円
以
下 

５
割 

（
年
金
収
入
の
み
の
場
合
は
、 

１
５
３
万
円
〜
２
１
１
万
円
以
下
） 

 

後期高齢者医療加入前に、次の保険の被扶養者であった方については 
保険料の軽減措置があります。 

軽減措置前 

平成21年4月～平成22年3月分 

（平成21年度保険料） 

均等割額　　３８,４２６円 

９割軽減措置後 

平成21年4月～平成22年3月分 

（平成21年度保険料） 

均等割額　　３,８００円 

◎お問い合わせ

総合窓口課（国保年金班）

　　�６２−１１１８

　昨年度より福祉医療費受給者証（マルフクカード）の更新が郵送になりました。 

　更新が必要な方には、７月末までに新しい受給者証（有効期限：平成22年7

月31日）を世帯ごとにお送りしますので、枚数と内容をご確認のうえご利用

ください。古い受給者証については有効期限（平成21年7月31日）が過ぎまし

たら必ず破棄してくださるようお願いします。 

　なお、市で所得確認が出来ない場合（転入、未申告等）は、総合窓口課及び各

総合窓口センター市民班へ所得証明を提出してください。対象の方には別途

通知書をお送りします。 

※加入されている健康保険（社保、共済、国保など）が変わった時は、必ず総合窓口課にご連絡下さい。 

◆お問い合わせ　総合窓口課国保年金班　�６２－１１１８ 

福祉医療受給者証が更新になります 

　運動の一環として市民集会・

街頭パレードを行います。 

◆日時 ７月１７日（金）１５時～ 

◆場所 市文化会館前駐車場 

※雨天の場合は市民集会のみ 

　来年度「社会を明るくする

運動」６０周年を迎えるにあ

たり、運動の主旨を分かりや

すく表した新たな運動名称を

募集します。 

◎お問い合わせ 

　　福祉課地域福祉班 

　　　�６２－１１１３ 

第59回社会を明るくする運動 

「社会を明るくする運動」 

名称募集 

後期高齢者医療後期高齢者医療
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お・知・ら・せ ＝お申し込み　　＝お問い合わせ 申 問 

■公民館 
中央公民館　　　�６２－１１３０ 
【ロビー展】高鷹大学ちぎり絵クラブ 

▼７/４（土）第11回「思い出の歌喫

茶ひまわり」＝14:00～16:00 

▼７/13（月）母と子のわくわく広場

＝10:00～11:30 

▼７/19（日）・20（月）松生派北秋田支

部いけばな展＝9:30～17:30 

合川公民館　　　�７８－２１１４ 
【ロビー展】合川俳句会(7/5～7/18)

合川華道会(7/5～7/9) 

▼７/５（日）合川地区文化交流会＝

10:30～12:00 

▼７/５（日）第21回合川芸文祭＝

13:00～15:50 

森吉公民館　　　�７２－３２５９ 
【サロン展】もりよし墨游会 

▼７/11（土）バルーンアート＝10:00

～12:00 

▼７/15（水）森吉大学移動研修＝

9:00～16:00 

阿仁公民館　　　�８２－２２２０ 
【ロビー展】保育園児の図画(阿仁合･

大阿仁) 

▼７/10（金）人形劇団「ぶらんこ」公

演＝10:00～11:00 

▼７/10（金）22（水）阿仁生き活き大

学学習会＝10:00～15:00 

▼７/28（火）夏休みビーズアクセサリー

教室＝14:00～16:00 

▼７/30（木）阿仁合小・大阿仁小放

課後児童クラブ・放課後子ども教室

合同野外研修＝9:00～17:00 

■文化会館 
▼７/18（土）おはなしでてこい＝14:00～ 

▼７/19（日）夏バン2009＝15:30～

　　一般500円、中学生以下無料 

▼７/25（土）文化会館自主事業「東北

寄席公演2009」＝14:00～　　一般

1500円、高校生以下500円 

■交流センター 
▼７/16（木）わが街の楽しい演奏会「ワン・

コインコンサート」＝18:30～　500円 

前売 

料 

期
日
　
７
月
23
日（
木
） 

時
間
　
９
時
30
分
〜
13
時 

場
所
　
翠
雲
公
園（
あ
じ
さ
い
公
園
） 

参
加
費
　
無
料 

持
ち
物
　
昼
食
、
飲
み
物
、
雨
具 

申
込
締
切
　
７
月
13
日（
月
） 

※
阿
仁
、
森
吉
、
鷹
巣
か
ら
バ
ス
送

迎
が
あ
り
ま
す（
要
申
込
み
） 

　
　
　
健
康
推
進
課（
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

　
　
　
　
　
　
　 

�

62-

６
６
６
６ 

市民プール�６２－５００１ 

講習料 

その他 
　講習料の他に毎回入館料が必要です（年間券・回数券等も

使えます）※１人各教室１回の無料体験ができます 

各教室　月４回３,０００円　（入館料別途） 

問 

・屋内温水プール（25ｍ、歩行用、潜水用、幼児用） 

・トレーニングルーム（ランニングマシン、各種ウエイトマシン） 
北秋田市民プール

初心者水泳教室 

初級水泳教室 

中級水泳教室 

上級選手コース 

水中健康教室 

水中運動教室 

エンジョイアクアビクス 

ダイエット教室 

シェイプアップ教室 

ボディシェイプ教室 

ボクササイズ教室 

バランスボール（無料体験） 

 

 

18:30～19:30 

①14:00～15:00 ②19:30～20:30 

水13:30、14:30、19:30 木18:30 

18:00～19:30 

14:00～15:00 

10:30～11:30 

10:45～11:30 

11:00～12:00 

水10:45～12:00 木13:45～15:00 

19:00～20:00 

19:00～20:00 

火・木19:00～20:00 金14:00～15:00

７/1、8、15、22 　水曜日 

７/2、9、16、25 　木曜日 

水７/1、8、15、22   木７/2、9、16、23 

火７/7、14、21     金７/3、10、17、24 

火７/7、14、21     金７/3、10、17、24 

７/2、9、16、23   木曜日 

７/5、12、19、26  日曜日   

７/14、21、28    火曜日 

水７/1、8、15、22   木７/2、9、16、23 

７/1、8、15、22 　水曜日 

７/6、13、20、27  月曜日 

火・木７/9、14、23、28    金７/3、17

教　室教　室 教　室 開 催 日開 催 日  開 催 日  時 間  時 間  

プ
ー
ル
教
室

プ
ー
ル
教
室
 

プ
ー
ル
教
室
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
 

月曜～金曜 10:00～21:00 
土曜～日曜 10:00～17:30

■スポーツ 
▼７/４（土）大館北秋田小学校
２区野球大会＝森吉野球場 

▼７/５（日）、12日（日）第32回
東日本軟式野球（1部・2部）北秋
田予選＝中央公園野球場 

▼７/18（土）第31回全国スポー
ツ少年団軟式野球交流大会＝中
央公園野球場※予備費7/19（日） 

▼７/22（水）～24（金）第44回
家庭婦人バレーボール大会＝
森吉総合スポーツセンター 

▼７/22（水）第10回８人制バレー
ボール大会＝森吉総合スポー
ツセンター 

▼７/25（土）・26（日）ＪＡあき
た北央少年野球大会＝森吉野
球場 

▼７/25（土）・26（日）小・中学校
招待バスケットボール大会＝合
川体育館 

▼７/26（日）第17回東日本選
手権兼第17回東北軟式野球北
秋田予選＝中央公園野球場 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

佐 藤 れ ん  

佐 藤 よ う  

加賀美ゆうな 

佐 藤 ひ よ り  

伊 藤 な な み  

石 崎 ゆ か  

工 藤 な な か  

金子ひであき 

成 田 き あ ら  

五代儀せいた 

旭 町  

旭 町  

松葉町 

脇 神  

東中岱 

舟 場  

住吉町 

新田中 

今 泉  

舟見町 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

成田こうせい 

村 上 ふ う な  

畠山りょうたろう 

斎藤だいすけ 

松 橋 ひ び き  

戸 沢 か の こ  

泉 谷 ゆ な  

佐 藤 ゆ な  

工 藤 み ゆ う  

四 渡  

掛 泥  

舟 場  

田 中  

東横町

下家下 

大 沢  

松ヶ丘 

上 杉  

むし歯のない子（３歳児健診） ﹁

あ
じ
さ
い
ウ
オ
ー
ク

あ
じ
さ
い
ウ
オ
ー
ク
﹂

﹁

あ
じ
さ
い
ウ
オ
ー
ク
﹂

参
加
者
募
集
！

参
加
者
募
集
！

参
加
者
募
集
！

～鷹巣医師団有志の協力で～ 

　市では、今年度中に、市内

の全小中高校にＡＥＤを設置

します。 

　ＡＥＤは、心臓に電気ショッ

クを与え蘇生させるための治

療機器で、緊急な状況に対応

できるよう公共施設などへの

設置が広がっており、当市で

も医療関係者等からその充足

が求められていました。 

　今年度、市では新たに５台

のＡＥＤを設置する予定でし

たが、この度、鷹巣医師団会

員有志から学校医有志賛同の

基で９台のＡＥＤを寄贈いた

だきました。ＡＥＤは鷹巣小・

綴子小・鷹巣南小・米内沢小・

前田小・阿仁合小・大阿仁小・

合川東小・合川北小の各校に

設置することができました。 

市内全小中高校にＡＥＤを設置市内全小中高校にＡＥＤを設置

申 

問 

健
　
康　
　

健
康
推
進
課
　

62-

６
６
６
６

問 

申 

   

サ
マ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室 

▼
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室 

　
期
日
　
７
月
８
日（
水
）、15
日（
水
）、 

　
　
　
　
　
　
22
日（
水
）、29
日（
水
） 

　
時
間
　
19
時
30
分
〜
21
時 

　
場
所
　
合
川
体
育
館 

▼
ミ
ニ
テ
ニ
ス
教
室 

　
期
日
　
７
月
８
日（
水
） 

　
時
間
　
19
時
〜
21
時 

　
場
所
　
合
川
体
育
館 

▼
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室 

　
期
日
　
７
月
13
日（
月
）、20
日（
月
）、 

　
　
　
　
　
　
27
日（
月
） 

　
時
間
　
19
時
〜
21
時 

　
場
所
　
ハ
イ
ラ
ン
ド
体
育
館 

【
共
通
事
項
】 

参
加
費
　
大
人
２
０
０
円
、子
ど
も
１

０
０
円 

　
　
　
合
川
体
育
館
　
�

78-

２
１
７
８ 

  

パ
ソ
コ
ン
講
座
（
ワ
ー
ド
入
門
） 

期
日
　
７
月
28
日（
火
）、31
日（
金
） 

　
　
　
８
月
４
日（
火
）、７
日（
金
） 

時
間
　
18
時
30
分
〜
20
時
30
分 

場
所
　
上
杉
あ
い
タ
ー
ミ
ナ
ル 

対
象
　
文
字
入
力
の
可
能
な
方 

定
員
　
10
人（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
） 

受
講
料
　
１
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
込
） 

申
込
締
切
　
７
月
15
日（
水
） 

　
　
　
上
杉
あ
い
タ
ー
ミ
ナ
ル 

　
　
　
　
　
　
　
　 

�

78-

９
２
９
０ 

   

母
子
健
康
手
帳
交
付 

期
日
・
場
所 

　
▼
市
保
健
セ
ン
タ
ー
　 

　
　
　
　
　
　
７
月
21
日（
火
）、27
日（
月
） 

　
▼
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー
　
７
月
２
日（
木
） 

　
▼
森
吉
庁
舎
　
　
　
　
７
月
13
日（
月
） 

　
▼
阿
仁
保
健
セ
ン
タ
ー
　
７
月
９
日（
木
） 

時
間
　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分 

※
手
続
き
終
了
ま
で
約
50
分
か
か
り
ま

す
。
余
裕
を
も
っ
て
お
い
で
く
だ
さ
い 

  

マ
タ
ニ
テ
ィ
講
座（
中
期
） 

日
時
　
８
月
６
日（
木
）　
18
時
〜
20
時 

場
所
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー 

対
象
　
10
月
〜
12
月
出
産
予
定
の
方
及

び
そ
の
家
族 

内
容
　
調
理
実
習
、
試
食
、
父
親
の
妊

婦
体
験
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
試
着
、
ビ
デ
オ
等 

申
込
締
切
　
７
月
31
日（
金
） 

  

健
康
相
談 

期
日
・
場
所 

　
▼
市
保
健
セ
ン
タ
ー
　
７
月
16
日（
木
） 

　
▼
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー
　
７
月
２
日（
木
） 

　
▼
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー
　
７
月
23
日（
木
） 

　
▼
阿
仁
保
健
セ
ン
タ
ー
　
７
月
９
日（
木
） 

時
間
　
10
時
〜
11
時
30
分 

内
容
　
健
康
相
談
、
血
圧
測
定
等 

持
ち
物
　
健
康
手
帳（
な
い
方
は
相
談

時
に
お
渡
し
し
ま
す
） 

  

「
食
育
ジ
ュ
ニ
ア
」参
加
者
募
集 

期
日
・
場
所 

　
▼
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー
　
７
月
30
日（
木
） 

　
▼
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー
　
７
月
31
日（
金
） 

　
▼
阿
仁
文
化
セ
ン
タ
ー
　
８
月
３
日（
月
） 

　
▼
市
保
健
セ
ン
タ
ー
　
８
月
７
日（
金
） 

時
間
　
９
時
30
分
〜
13
時 

対
象
　
市
内
各
小
学
１
年
生 

参
加
料
　
３
０
０
円（
１
人
） 

定
員
　
各
地
区
25
人（
先
着
順
） 

申
込
締
切
　
７
月
15
日（
水
） 

※
詳
細
は
申
込
者
に
後
日
通
知
し
ま
す 

  

精
神
保
健
相
談
・
老
人
精
神
保
健
相
談 

  

・
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
相
談（
要
予
約
） 

期
日
　
７
月
16
日（
木
） 

場
所
　
北
秋
田
保
健
所 

相
談
時
間
　
15
時
〜
17
時 

対
象
　
本
人
、
家
族
、
関
係
者
な
ど 

内
容
　
こ
こ
ろ
の
病
気
、
精
神
障
害
、

ア
ル
コ
ー
ル
関
連
な
ど
の
相
談 

相
談
対
応
医
師
　
保
健
所
嘱
託
医 

　
　
　
鷹
巣
阿
仁
福
祉
環
境
部 

　
　
　
　
　
　
　
　 

�

62-

１
１
６
５ 

問 

申 
■
７
月
１
日（
水
）全
血【
鷹
巣
地
区
】 

鷹
巣
高
校

10
時
〜
12
時 

大
館
能
代
空
港

13
時
10
分
〜
14
時
50
分 

■
７
月
13
日（
月
）全
血【
合
川
地
区
】 

北
秋
中
央
病
院

15
時
10
分
〜
16
時
30
分 

合
川
高
校

10
時
〜
13
時 

永
楽
苑

14
時
15
分
〜
16
時
30
分 

お
知
ら
せ

問 

申 

問 

申 

前売 
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お
知
ら
せ

   

Ａ
タ
ー
ン
就
職
面
接
会 

日
時
　
７
月
18
日（
土
）　
13
時
〜
16
時 

場
所
　
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ（
東
京
都
中
野
区
） 

対
象
　
秋
田
県
に
就
職
を
希
望
す
る
す

べ
て
の
Ａ
タ
ー
ン
希
望
者 

　
　
Ａ
タ
ー
ン
プ
ラ
ザ
秋
田
（
秋
田
県

東
京
事
務
所
内
） 

　
　
　
　
�

０
１
２
０-

12-

２
２
５
５ 

  

中
小
企
業
、事
業
主
の
皆
様
へ 

　
景
気
悪
化
に
よ
る
従
業
員
の
人
員
整

理
や
休
業
を
お
考
え
の
事
業
主
の
方
は
、

中
小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
助
成
金
《
休
業

等
に
対
し
て
、
協
業
手
当
の
一
部（
最
大
９
割
）

を
助
成
》
を
検
討
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

　
助
成
金
に
つ
い
て
の
疑
問
・
申
請
手

続
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
険
労
務
士
が

県
内
各
商
工
会
議
所
・
商
工
会
を
会
場

に
、
相
談
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

　
　
県
社
会
保
険
労
務
士
会
県
北
支
部

（
能
代
市
）
�

０
１
８
５-

54-

２
８
１
０ 

  

秋
田
内
陸
線
駅
の
美
化
向
上
の 

  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す 

　
駅
舎
や
手
す
り
の
塗
装
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
補
修
、
雑
木
刈
払
い
等
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
行
っ
て
く
だ
さ
る
団
体
や
個
人
を

募
集
し
て
い
ま
す
。 

　
必
要
な
原
材
料（
ま
た
は
実
費
相
当
額
）

は
支
給
し
ま
す
。 

（
で
き
れ
ば
お
力
を
お
貸
し
願
い
た
い

希
望
の
箇
所
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の

際
は
お
た
ず
ね
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
） 

▼
提
供
で
き
る
原
材
料
等 

　
ペ
ン
キ
、ハ
ケ
、セ
メ
ン
ト
原
料
、燃
料
、

そ
の
他
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
料
等 

　
　
　
秋
田
内
陸
線
再
生
支
援
室
（
市

役
所
阿
仁
庁
舎
内
）　
�

82-

２
１
１
４ 

  

２
０
０
９
あ
き
た
水
と
緑
の
森
林
祭 

　「
未
来
へ
引
き
継
ご
う 

あ
き
た
の
水

と
緑
を
」
を
テ
ー
マ
に
７
月
26
日
（
日
）、

県
立
北
欧
の
杜
公
園
で
『
２
０
０
９
あ

き
た
水
と
緑
の
森
林
祭
』
が
開
催
さ
れ

ま
す
。 

　
当
日
は
、
記
念
式
典
、
森
づ
く
り
活

動
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
の
ほ
か
、
木
工

体
験
や
地
元
特
産
品
を
販
売
す
る
地
産

地
消
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。 

　
か
け
が
え
の
な
い
自
然
に
対
す
る
理

解
を
深
め
、
水
と
緑
の
大
切
さ
を
次
の

世
代
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
、
ぜ
ひ
み

な
さ
ん
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

　
　
県
水
と
緑
の
森
づ
く
り
課 

　
　
　
�

０
１
８-

８
６
０-
１
７
４
１ 

  

Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
あ
き
た
設
立
記
念
講
演
会  

期
日
　
７
月
11
日（
土
） 

時
間
　
13
時
30
分
〜
14
時
30
分 

場
所
　
市
文
化
会
館（
１
階
会
議
室
） 

入
場
料
　
無
料（
終
了
後
の
茶
話
会
は
１
０
０
円
） 

講
師
　
緑
川
斐
雄
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ

ニ
ア
ネ
ッ
ト
仙
台
副
理
事
長
） 

　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
あ
き
た 

　
　
　
　
　
　
　
　 

�

84-

８
１
５
１ 

問 

申 

問 

航空運賃を助成します大館能代空港
発着「東京便」

■期間　７月１日（水）～７月１６日（木） 
■対象　期間中に大館能代空港発着の東京便を、片

道運賃、往復運賃、小児運賃でご利用いただいた方 

※上記以外の各種割引運賃やパック商品は対象外です。 

　北秋田市民以外の方もご利用になれます 

■助成金額　片道あたり一人 2,000円（小児運賃
で搭乗した場合は 1,000円）　※助成金は後日支給されます 

　　　商工観光課商工労働班　�72-3112

◎お問い合わせ　 

　わが街の楽しい演奏会　�６２－０１２０（佐々木） 

７月１６日（木）７月１６日（木）市交流センター市交流センター

開場：18:00〜　　開演：18:30〜

500
平成二十一年 

わが街の楽しい演奏会わが街の楽しい演奏会わが街の楽しい演奏会
ワンコインコンサートワンコインコンサートワンコインコンサート

入場料　小学生以上５００円（小学生未満無料）

「わが街の楽しい演奏会」は、歌とヴァイオリン

とピアノの演奏会です。お話をしながら演奏を聴

いていただくことで、作品への理解や曲のおもし

ろさを共有しながら楽しんでいただけることを目

指しています。是非ご来場ください。 

柴田志保子（ソプラノ）

神保 聡子（ヴァイオリン）

神保 温子（ピアノ）

※北秋田市出身
出

演

者

　賑わいの創出を目的に軽トラック

市・フリーマーケットを開催します。 

　新鮮な野菜、山菜等がみなさんを

お待ちしています。来客者には景品

や汁物のサービスなども用意してい

ます。是非ご来場ください。 

　～出店者も募集しています！～ 

■期日　７月１９日（日） 
■時間　９時〜13時 
■場所　鷹巣銀座通り商店街 

　 北秋田市商工会 �６２－１８５０ 

　　商工観光課　   �７２－３１１２ 

問 

軽トラック市
フリーマーケット開催

森吉山麓高原での自然観察会

■日時　７月１２日（日）　９時30分〜16時00分 
■集合　森吉山野生鳥獣センター 

■参加資格　体力があり登山ができる方 

■行程　野生鳥獣センター＝ヒバクラ登山コース＝

ヒバクラ湿原（昼食）＝ヒバクラ登山コース＝野生鳥

獣センター（解散）※荒天候の場合は、同センターの案内 

■服装持物　登山に適した服装、雨具、昼食、飲

み物等 

■募集人数　３０人（申込多数の場合は抽選） 

■申込方法　「住所」「氏名」「年齢」「電話番号・ＦＡＸ

番号」を明記し、はがき又はＦＡＸで申込み 

■申込締切　７月７日（火） 

■参加費　１００円（損害保険料、当日持参） 

◎申込み・お問い合わせ 

　〒010-0951秋田市山王３-１-７　環境省秋田自然

保護官事務所　�018-867-8588　　018-867-8589

ヒバクラ湿原のお花畑を訪ねる

　森吉山野生鳥獣センターを拠点に、動植物を観

察しながら豊かな自然とふれあう自然観察会を実

施します。 

森吉山ダム公開セミナー

■受講料　無料　※傷害保険料100円負担ください 

■募集人数　３０人（先着順） 

■参加資格　特に問いません 

■持ち物　筆記用具、昼食、飲み物、雨具等 

■申込方法　①「氏名」②「年齢」③「性別」④「住所」

⑤「電話番号」を明記し、はがき又はＦＡＸで申込み 

■申込締切　７月10日（金） 

◎申込み・お問い合わせ 

　〒018-4394北秋田市米内沢字東川向５　国土交通

省森吉山ダム工事事務所　�72-5435　　72-3057

　森吉山ダム工事事務所では、建設中の森吉山ダ

ムについて、よりわかりやすく理解していただこ

うと、『森吉山ダム公開セミナー』を開催します

開催日時 内　　容 

７月24日（金） 
10:00～15:00

森吉山ダム事業概要 
現場見学（ダムサイト他） 

９月11日（金） 
10:00～15:00

10月23日（金） 
10:00～15:00

森吉山ダム周辺の自然 
（講義と自然観察） 

森吉山ダムの運用 
現場見学（取水設備、管理庁舎他） 

市民プール「命を守る着衣泳講習会」
　着衣泳とは、服や靴を身に着けたまま水に浮かび、

水の事故から身を守る技術と知識を習得します。 

■日時　７月１１日（土）　10時30分～12時30分 
■場所　北秋田市民プール　■参加費　無料 

■対象　小学生以上（親子での参加もできます） 

■持ち物　水着、水泳帽、水中メガネ、衣類上下（ジー

ンズは不可）、洗濯済み運動靴、空ペットボトル（２㍑） 

■申込締切　７月９日（木）　■定員　20人（先着順） 

　　　北秋田市民プール　�62-5001

申 問 

申 問 

問 

問 問 

問 
　
大
野
台
駅
前
団
地
の
 

宅
地
を
一
般
競
争
入
札
 

に
よ
り
売
却
し
ま
す
。
 

【
土
地
の
表
示
】
 

▼
北
秋
田
市
上
杉
字
金
沢
51
番
８
 

　
宅
地
　
３
８
２
・
05
㎡
 

▼
北
秋
田
市
上
杉
字
金
沢
51
番
12
 

　
宅
地
　
３
７
６
・
29
㎡
 

▼
北
秋
田
市
上
杉
字
金
沢
51
番
16
 

　
宅
地
　
３
６
２
・
68
㎡
 

【
受
付
期
間
】
 

　
期
間
　
７
月
２
日（
木
）〜
14
日（
火
） 

　
※
土
、
日
を
除
く
 

【
入
札
会
】
 

　
期
日
　
７
月
15
日（
水
） 

　
時
間
　
午
前
10
時
〜
 

　
場
所
　
市
役
所
３
階
 
大
会
議
室
 

◎
お
問
い
合
わ
せ
 

　
財
政
課
管
財
班
　
�

62-

６
６
０
３
 

市
有
財
産（
土
地
）売
却
 

　県では、良質な住宅の建設・購入や改築に必要な資金に対する低

金利融資を行っています。高齢者等との同居・子育て世帯への割増

もありますので是非ご利用ください。 

『秋田県住宅建設資金』のご案内 

秋田杉利用優良木造型 
省ＣＯ２型 
優良木造型 
標準型・Ａターン型 
改良資金 

1.95％ 
1.95％ 
2.10％ 
2.10％ 
2.10％ 

2,000万円 
2,000万円 
2,000万円 
1,500万円 
　500万円 

資　金　名 金 利 融資限度額 

※いずれの金利も 
11年目以降は3.00％
になります 

◎お問い合わせ　県建築住宅課　�018-860-2561
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◎お問い合わせ　商工観光課観光振興班　◎お問い合わせ　商工観光課観光振興班　�７２－５２４３７２－５２４３ 

お
知
ら
せ

   

市
交
際
費
を
公
開
し
ま
す《
５
月
》

▽
慶
弔
費
11
万
５
０
０
０
円（
６
件
） 

▽
会
　
費
９
万
８
５
２
８
円（
16
件
） 

▽
そ
の
他
３
万
６
９
２
５
円（
２
件
） 

▽
合
　
計
25
万
　
４
５
３
円（
24
件
） 

※
交
際
費
は
市
長
代
理
で
副
市
長
等
が

出
席
し
て
い
る
分
も
含
ん
で
い
ま
す
。 

  

入
札
結
果
の
公
表《
５
月
》 

《
２
５
０
万
以
上
の
契
約
状
況
》 

　
道
路
改
良
工
事
（
市
道
町
栄
線
）
▽
２

５
７
２
万
５
０
０
０
円
▽
秋
田
土
建
㈱

／
道
路
融
雪
設
備
工
事
（
市
道
下
浜
線
）

▽
２
７
６
１
万
５
０
０
０
円
▽
三
菱
マ

テ
リ
ア
ル
テ
ク
ノ
㈱
秋
田
支
店
／
道
路

改
良
工
事
（
市
道
七
日
市
〜
松
沢
線
）
▽

１
３
８
６
万
円
▽
秋
田
土
建
㈱
／
橋
梁

塗
装
工
事
（
川
添
線
）
▽
１
２
５
８
万
９

５
０
０
円
▽
㈲
大
沢
塗
装
店
鷹
巣
支
店

／
林
道
等
整
備
事
業
慶
祝
公
園
内
作
業

路
整
備
工
事
▽
５
７
９
万
６
０
０
０
円

▽
㈲
千
葉
建
設 

  

警
察
官
採
用
試
験（
高
卒
）

募
集
区
分
　
男
性
警
察
官
、女
性
警
察
官 

受
験
資
格
　
昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方（
大
学
卒
業
又
は
卒
業
見
込
み
は
除
く
） 

受
付
　
７
月
10
日（
金
）〜
８
月
３
日（
月
） 

試
験
日
　
９
月
19
日（
土
）、20
日（
日
） 

　
　
　
北
秋
田
警
察
署
�

62-

１
２
４
５ 

  

防
衛
省
・
自
衛
官
等
採
用
説
明
会  

期
日
　
７
月
12
日（
日
）、８
月
８
日（
土
） 

時
間
　
15
時
〜
16
時
30
分 

場
所
　
中
央
公
民
館
３
階
中
教
室 

　
　
自
衛
隊
秋
田
地
方
協
力
本
部
大
館

出
張
所 

�

０
１
８
６-

42-

１
３
９
８ 

  

就
活 Know

 How
 

集
中
セ
ミ
ナ
ー  

　
３
日
間
の
集
中
講
義
で
、
応
募
書
類

作
成
や
面
接
対
策
な
ど
、
就
職
活
動
に

必
要
な
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
よ
う
。 

期
日
　
７
月
13
日（
月
）〜
15
日（
水
） 

時
間
　
10
時
〜
16
時
　
受
講
料
　
無
料 

場
所
　
大
館
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
フ
レ
ッ
シ
ュ
ワ
ー
ク
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ 

　
　  

�

０
１
８-

８
２
６-

１
７
３
５ 

  
青
い
羽
根
募
金
に
協
力
を  

　
青
い
羽
根
募
金
は
水
難
救
済
事
業
の

推
進
を
目
的
に
、
事
故
防
止
事
業
の
資

金
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
活

動
を
支
え
る
た
め
の
資
金
が
十
分
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
皆
様
の
善
意
に
よ
り
寄

せ
ら
れ
る
「
青
い
羽
根
募
金
」
が
、
こ
の

経
費
に
充
て
ら
れ
ま
す
。 

　
各
自
治
会
及
び
町
内
会
で
募
金
の
呼

び
か
け
と
、
集
金
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。 

※
県
水
難
救
済
会
の
領
収
書
を
発
行
し
ま
す 

募
金
運
動
期
間
　
８
月
31
日
ま
で 

　
取
り
ま
と
め
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秋田内陸線『ふるさと自然文化探勝会』

■日時　７月１２日（日）　８時40分〜16時10分 
■行程　阿仁合駅（集合）＝バス＝ゴンドラ＝石森＝山

頂＝山人平＝馬垣＝石森＝ゴンドラ＝バス＝阿仁合駅（解

散） 

■内陸線　《行き》鷹巣発7:30→阿仁合駅着8:36 

《帰り》阿仁合駅発16:25→鷹巣着17:21 

■旅行代金　4,100円（ゴンドラ・バス代、保険料含む） 

※別途内陸線乗車券が必要です。乗り降り自由の

ホリデーきっぷ（1,000円）がお得です 

■募集人数　25人（先着順） 

■参加要件　内陸線に乗車し参加できるかた／４

時間程度をしっかり歩ける方 

■服装持物　トレッキングに適した服装・はき物、

昼食、雨具、着替え、飲み物等 

■申込締切　７月６日（月） 

◎申込み・お問い合わせ 
　秋田内陸線旅行センター　�６０－１１１１ 

◎お問い合わせ　 
　商工観光課観光振興班　�７２－５２４３　 

問 

①松山町団地・・・米内沢字ヲツコ沢77-1★ 

　木造２階１戸建　３ＬＤＫ　※募集２戸 

　月　額　21,100円～41,400円 

②南鷹巣団地･･･鷹巣字平崎上岱13-２ 

　簡易耐火２階建 ２ＤＫ 浴槽・釜なし  

　月　額　10,400 円～13,700円 

③ぬく森団地･･･米内沢字田ノ沢19-8 

　木造平屋１戸建　２ＬＤＫ 

　月　額　50,000円～70,000円 

④上新町団地･･･阿仁水無字上新町東裏4-6★ 

　木造２階２戸建　３ＬＤＫ　※募集２戸 

　月　額　15,400円～30,300円 

⑤東裏簡２団地･･･阿仁水無字畑町東裏49-1 

　簡易耐火２階建　２ＤＫ 浴槽・釜なし 

　月　額　9,800円～19,300円 

⑥サンコーポラスなかたい住宅★ 

　　　　　　　　　･･･鷹巣字東中岱51-１ 

　鉄筋コンクリート造５階建　３ＤＫ 

　月　額　43,100円　共益費　800円 

　駐車場使用料　3,000円（希望者のみ） 

　〔募集戸数〕 

１階…１戸、２階…１戸、３階…１戸、４階…４戸 

※★印の住宅は単身入居不可です 

※⑥の１階住戸は、加齢や身体の障害等に

より階段の昇降に支障がある方の入居に限

ります 

【敷　金】　家賃の３ヵ月分（退去時までの預り金） 

【入居資格】 

・収入基準を満たすこと 

・住宅に困窮していることが明らかなこと 

・公租公課を滞納していないこと 

【募集期間】　７月１日（水）～10日（金）土日除く 

【申込み先】　都市計画課／総合窓口課／合川

総合窓口センター／阿仁総合窓口センター 

市営住宅
入居者募集

�６２−３３１１

大太鼓のデザインで改築大太鼓のデザインで改築
奥羽本線「糠沢駅」奥羽本線「糠沢駅」

７月５日（日）７月５日（日）

第２回　森吉山の馬垣をたずねるコース

～山頂東西にのびるように築かれた長蛇の石垣をたずね、
馬産王国の歴史をふりかえり、花の百名山を楽しみます～ 

【現地案内】 

　下記の日時に募集する市営住宅を見学で

きます。希望される方は希望日の前日まで

に電話等でお申込みください。 

日時　７月３日（金）または６日（月） 

　　　森吉地区９時～（集合＝森吉庁舎） 

　　　阿仁地区11時～（集合＝阿仁庁舎） 

　　　鷹巣地区13時30分～（集合＝市役所） 

※希望される住宅所在地の庁舎の窓口セン

ター前までお集まりください 

◎お問い合わせ　 

　都市計画課建築住宅班　�７２－５２４６ 

綴子神社例大祭綴子神社例大祭綴子神社例大祭
並びに　鎮座1350年式年大祭奉祝行事並びに　鎮座1350年式年大祭奉祝行事並びに　鎮座1350年式年大祭奉祝行事

７月１６日（木）

綴子神社鎮座1350年記念式典／記念講演

７月１６日（木）

綴子神社鎮座1350年記念式典／記念講演

◎お問い合わせ　商工観光課観光振興班　�７２－５２４３ 

７月１４日（火）

７月１５日（水）

７月１４日（火）

１９：００〜　宵宮祭

２０：００〜　下町奉納行事（国指定無形民俗文化財）

２１：００〜　直会

１９：００〜　宵宮祭

２０：００〜　下町奉納行事（国指定無形民俗文化財）

２１：００〜　直会

７月１５日（水）

　９：００〜　発輿祭（神輿にご分霊を遷す神事）

　９：１５〜　神輿巡幸（綴子全域をご巡幸）

１０：００〜　例祭、並びに鎮座1350年式年大祭

１０：１５〜　湯立て神事（作占い）

１１：００〜　上町奉納行事（上下町の同年日奉納は昭和５年以来）

正　午〜　下町奉納行事（本年当番）

１３：００〜　神職による雅楽奉奏

１４：００〜　鎮座1350年特別祈祷

１５：００〜　神職による雅楽奉奏

１６：００〜　綴子小学校より神輿出発（小学生神輿）

１７：００〜　還御祭（神輿からご分霊を遷す神事）

　９：００〜　発輿祭（神輿にご分霊を遷す神事）

　９：１５〜　神輿巡幸（綴子全域をご巡幸）

１０：００〜　例祭、並びに鎮座1350年式年大祭

１０：１５〜　湯立て神事（作占い）

１１：００〜　上町奉納行事（上下町の同年日奉納は昭和５年以来）

正　午〜　下町奉納行事（本年当番）

１３：００〜　神職による雅楽奉奏

１４：００〜　鎮座1350年特別祈祷

１５：００〜　神職による雅楽奉奏

１６：００〜　綴子小学校より神輿出発（小学生神輿）

１７：００〜　還御祭（神輿からご分霊を遷す神事）

完成イメージ完成イメージ

記念イベント記念イベント

１２時３０分〜１２時３０分〜日時日時

　昭和31年より地域の皆様に利用されてきた糠沢駅

が、地域の伝統行事「綴子大太鼓」にちなんだ駅舎

に改築され、７月１日（水）から運用が開始されます。 

　７月５日（日）の大太鼓実演とともにぜひご覧下さい。 

内容内容 綴子大太鼓の実演綴子大太鼓の実演綴子大太鼓の実演

寄 席 公 演  2009

申 

問 問 

◆プレイガイド　日活書店／北秋協販／福助堂／森吉コミュニティセンター／阿仁公民館／ 
　　　　　　　　合川公民館／ひまわりの家／北秋田市中央公民館／北秋田市文化会館／ 
　　　　　　　　能代市文化会館 
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お・知・ら・せ ＝お申し込み　　＝お問い合わせ 申 問 

人口と世帯数

※５月31日現在住民基本台帳による 

総人口　38,044人（48人減） 

　男　　17,915人（42人減） 

　女　　20,129人（６人減） 

出　生　16人　転　入　46人 

死　亡　64人　転　出　45人 

世帯数  14,620世帯（４世帯減） 

前月比 

お
誕
生
お
め
で
と
う
 

 
 
 
ご
ざ
い
ま
す
 

成

田

芙

季

 
 

伊

藤

玲

衣

 
 

堀

内

裕

奈

 
 

柴
田
美
莉
愛
  

近

藤

快

星

 
 

佐
藤
莉
詩
空
  

佐

藤

陽

菜

 
 

柴

田

雫

月

 
 

小

塚

心

翔

 
 

森

岡

咲

幸

 
 

伊

東

和

真

 
 

九

島

朱

愛

 
 

松

岡

凌

生

 
 

小

林

颯

希

 
 

新

林

大

空

  

東
中
岱
 

東
中
岱
 

綴
子
上
町
 

七
日
市
大
畑

 

住
吉
町
 

太
田
屋
敷
後

 

新
田
中
 

高
村
岱
 

あ
け
ぼ
の
町

 

松
ヶ
丘
 

杉
山
田
 

鶴

田

 

米
内
沢
駅
前

 

本
城
御
嶽
 

陣
場
岱
 

二
女
 

長
女
 

長
女
 

長
女
 

長
男
 

長
男
 

長
女
 

長
女
 

二
男
 

長
女
 

長
男
 

長
女
 

長
男
 

長
男
 

長
男
 

佳
 

文
一
 

清
輝
 

裕
 

和
貴
 

寿
雄
 

裕
紀
 

和
幸
 

忠
孝
 

幸
弘
 

征
樹
 

忠
幸
 

浩
規
 

裕
太
 

隆
弘
 

高
子
 

彩
子
 

真
理
 

美
樹
 

舞
子
 

雅
実
 

真
琴
 

里
美
 

沙
知
子
 

恵
理
奈
 

尚
子
 

艶
 

千
晶
 

瑞
恵
 

美
樹
 

ふ

う

き

 

れ

い

 

ゆ

う

な

 

み

り

あ

 

か
い
せ
い
 

り

し

あ

 

ひ

な

 

し

ず

く

 

ま

な

と

 

さ

ゆ

き

 

か

ず

ま

 

し
ゅ
ち
か
 

り

き

 

そ

う

き

 

た

く

 

 
ち
ゃ
ん
 

ち
ゃ
ん
 

ち
ゃ
ん
 

ち
ゃ
ん
 

ち
ゃ
ん
 

ち
ゃ
ん
 

ち
ゃ
ん
 

ち
ゃ
ん
 

ち
ゃ
ん
 

ち
ゃ
ん
 

ち
ゃ
ん
 

ち
ゃ
ん
 

ち
ゃ
ん
 

ち
ゃ
ん
 

ち
ゃ
ん
 

 

（
 

（
 

（
 

（
 

（
 

（
 

（
 

（
 

（
 

（
 

（
 

（
 

（
 

（
 

（
 

 

）
 

）
 

）
 

）
 

）
 

）
 

）
 

）
 

）
 

）
 

）
 

）
 

）
 

）
 

）
 

 

慶
弔
だ
よ
り
 
５
月
16
日
〜
６
月
15
日
届
出
分 

　

永

　

響

 

武

藤

淳

美

 

ひ
び
き
 

あ

つ

み

 

　
さ
ん 

　
さ
ん 

大

町

 
 

大

町

 

（ 

お
二
人
の
前
途
を 

　
　
　
　
祝
福
し
ま
す 

■
鷹
巣
図
書
館
�

62-

３
３
１
１ 

■
森
吉
図
書
館
�

72-

３
１
９
２ 

　（
１
日
、８
日
、15
日
、19
日
、20
日
、22
日
、29
日
） 

■
上
杉
あ
い
タ
ー
ミ
ナ
ル
�

78-

９
２
９
０ 

　
（
４
日
、５
日
、11
日
、12
日
、18
日
、19
日
、20
日
、25
日
、26
日
） 

■
ひ
ま
わ
り
の
家
�

78-

４
０
２
５ 

　（
６
日
、13
日
、21
日
、27
日
） 

６
月
の
休
館
日

大

野

拓

哉

 

菊

地

さ

よ

子

 

た

く

や

 

 　
さ
ん 

　
さ
ん 

阿
仁
小
渕  

あ
け
ぼ
の
町 

（ 

新

林

　

覚

 

水

戸

麻

里

 

さ
と
る
 

ま

り

 

　
さ
ん 

　
さ
ん 

中

道

岱

  

大

館

市

 

（ 

柴

田

昌

希

 

田

口

真

喜

子

 

ま

さ

き

 

ま

き

こ

 

　
さ
ん 

　
さ
ん 

新

町

 
 

秋

田

市

 

（ 

森

岡

　

優

 

中

牧

美

絵

 

ま
さ
る
 

よ

し

え

 

　
さ
ん 

　
さ
ん 

桃

栄

 
 

芹

沢

 

（ 

成

田

幸

永

 

淡

路

綾

華

 

こ

う

え

い

 

あ

や

か

 

　
さ
ん 

　
さ
ん 

今

泉

 
 

能

代

市

 

（ 

堀

部

健

太

郎

 

佐

藤

洋

枝

 

け

ん

た

ろ

う

 

ひ

ろ

え

 

　
さ
ん 

　
さ
ん 

伊

勢

町

  

能

代

市

 

（ 

の納期限 税 
国民健康保険税　第１期 

固 定 資 産 税　第２期 

日 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31

曜 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

電話番号 

62－1455 

62－1155 

62－1146 

62－2261 

63－0515 

63－2700 

69－5300 

62－1400 

60－1055 

62－1455 

62－2882 

62－1146 

69－7311 

63－0105 

62－1101 

62－2261 

63－0515 

62－1155 

62－1455 

63－2700 

60－1055 

82－2351 

69－7311 

72－4501 

62－1455 

62－1400 

78－3161 

62－2882 

78－3338 

62－1101 

63－0105

医 療 機 関 名  

北 秋 中 央 病 院  

近 藤 医 院  

奈 良 医 院  

津 谷 内 科  

遠 藤 ク リ ニ ッ ク  

たむら内科クリニック 

毛利整形外科クリニック 

石川耳鼻咽喉科医院 

うえだクリニック  

北 秋 中 央 病 院  

藤 原 医 院  

奈 良 医 院  

児玉内科クリニック 

佐々木産婦人科医院 

盛 岡 外 科 医 院  

津 谷 内 科  

遠 藤 ク リ ニ ッ ク  

近 藤 医 院  

北 秋 中 央 病 院  

たむら内科クリニック 

うえだクリニック  

阿 仁 病 院  

児玉内科クリニック 

公立米内沢総合病院 

北 秋 中 央 病 院  

石川耳鼻咽喉科医院 

国民健康保険合川診療所 

藤 原 医 院  

疋田外科内科医院  

盛 岡 外 科 医 院  

佐々木産婦人科医院 

▼診療の対象となるのは応急の診察を要する
方です。仕事や職場の都合で夜間診療を受け
る場合は、診療に応じかねます。▼往診はし
ていません。年齢・病気の病状にかかわらず
事前に当番医へ電話等でご相談ください。 

夜間当番医（　）日程表夜間
診療

（診療時間 午後６：３０～９：００） 

７月31日まで 

北秋田市職員採用試験

【受験資格】　ア 昭和55年４月２日から昭和63年４月１
日までに生まれた者、イ　昭和63年４月２日以降に生ま
れた者で大学卒または平成22年３月卒業見込の者 
【住所要件】　採用後、北秋田市に居住できる者 

【受験資格】　昭和59年４月２日から平成４年４月１日ま
でに生まれた者。ただし、学校教育法による大学（短期大
学を除く）を卒業した者もしくは平成22年３月卒業見込
の者またはこれらに相当する学歴を有すると認められる者
は受験できません 
【住所要件】　採用後、北秋田市に居住できる者 

【受験資格】　下記①、②、③いずれにも該当する者 
①高等学校卒業以上の者または卒業見込の者 
②昭和55年４月２日から平成４年４月１日までに生まれた者 
③北秋田市消防吏員任用規程に適合する者 
【住所要件】　採用後、北秋田市消防本部管内に居住できる者 

消防吏員　初級

　　　　　　　期日　９月20日（日）　時間　９:00～（受付開
始）／９:50～10:00（試験説明）／10:00～12:00（教養試験） 　 
試験会場　ノースアジア大学　問題形式　筆記教養試験（５枝
択一式・40題・２時間）　※２次試験の案内は１次試験合格者に
通知します（10月中旬） 

１次試験日程 

　　　　　　　　　　　　　配布・申込期間　８月５日（水）
～８月26日（水）　配布・受付場所　市役所総務課 
※申込み用紙を郵送で請求する場合は、封筒の表に、「職員（○級）
採用試験申込用紙請求」と朱書きし、宛先を明記して140円切
手を貼った返信用封筒（Ａ４サイズ）を必ず同封してください 

受験案内書・申込用紙配布 

　　　　　　　　　　　〒018-3392 北秋田市花園町19-1 
北秋田市役所総務課職員班　�0186-62-6602

請求先・問い合わせ 

鈴

木

新

太

郎

 

成

田

奈

津

子

 

し

ん

た

ろ

う

 

な

つ

こ

 

　
さ
ん 

　
さ
ん 

向

本

城

  

大

館

市

 

（ 

一般行政事務　上級

一般行政事務　初級

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(
　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳)

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

 

(

　
歳) 

(

　 
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

佐

藤

佐

吉

  

渡

部

貞

藏

  

清

水

順

藏

  

近

藤

ア

ヱ

  

相

馬

末

吉

  

中

澤

ヒ

サ

  

仲

村

サ

ト

  

金

澤

イ

サ

  

佐

藤

好

敏

  

野

呂

　

正

  

五
十
嵐
瑠
美
子  

長

岐

耕

三

  

成

田

　

勇

  

澤

田

キ

ヌ

  

寺

田

直

治

  

橋
本
松
三
郎  

柴

田

フ

ミ

  

工

藤

弘

職

  

齊

藤

信

　

   

藤

岡

茂

雄

  

成
田
秀
四
郎  

後

藤

耕

一

  

小
野
ミ
ネ
子  

工

藤

ト

ミ

  

山

田

ケ

フ

  

畠

山

常

治

  

松

橋

庄

一

  

藤

田

勇

治
  

佐
藤
榮
三
郎  

柴
田
フ
チ
ヱ  

　

橋

　

公

  

織
田
ミ
ツ
ヱ  

柴
田
ヨ
シ
ヱ  

佐

藤

冨

雄

  

藤

嶋

洋

一

  

梅

村

吉

三

  

荒

川

タ

カ

  

藤

根

宏

久

  

中

村

敬

吉

  

佐
藤
キ
リ
ヱ  

鈴

木

信

一

  

佐

藤

サ

ナ

  

鈴
木
フ
ク
ヱ  

堂
ヶ
岱   

佐
助
岱   

掛

泥

   

黒

森

   

旭

町

   

松
葉
町   

今

泉

   

大

町

   

小

森

   

前

山

   

松
葉
町   

七
日
市
本
郷  

舟

場

   

前

山

   

材
木
町   

三
ノ
渡   

あ
け
ぼ
の
町  

木
戸
石   

合

川

   

合
川
羽
立  

増

沢

   

下

杉

   

木
戸
石   

上

杉

   

金

沢

   

道

城

   

裏

町

   

大

沢

   

米

畑

 

前
田
駅
前  

八
幡
森   

根
森
田   

神

成
   

通
り
町   

前
田
駅
前  

阿
仁
銀
山  

阿
仁
水
無  

阿
仁
荒
瀬
川  

阿
仁
荒
瀬  

阿
仁
根
子  

阿
仁
戸
鳥
内  

阿
仁
幸
屋  

阿
仁
打
当  

 

74 94 68 77 89 95 93 86 81 78 67 80 88 73 88 81 86 69 59 84 80 74 91 92 79 83 84
 

91 89 92 78 90 89 76 77 93 93 82 86 78 78 88 81
 

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す
 

訂
正 

▽
６
月
号
26
ペ
ー
ジ
「
人
口
と
世
帯
」 

　
正
＝
総
人
口
　
３
８
、０
９
２
人（
66
人
減
） 

　
　
　
　
男
　
　
１
７
、９
５
７
人（
32
人
減
） 

　
　
　
　
女
　
　
２
０
、１
３
５
人（
34
人
減
） 

　
世
帯
数
　
１
４
、６
２
４
世
帯
（
５
世
帯
減
） 

《
誤
＝
総
人
口
　
３
８
、０
８
９
人（
69
人
減
） 

　
　
　
　
男
　
　
１
７
、９
５
８
人（
31
人
減
） 

　
　
　
　
女
　
　
２
０
、１
３
１
人（
38
人
減
） 

　
世
帯
数
　
１
４
、６
２
０
世
帯
（
９
世
帯
減
）
》 

▽
６
月
号
27
ペ
ー
ジ
「
慶
弔
だ
よ
り
」 

　
正
＝
松
橋
冨
造
さ
ん（
85
歳
）阿
仁
比
立
内  

《
誤
＝
松
橋
冨
蔵
さ
ん（
85
歳
）阿
仁
比
立
内
》 

　
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。 



あいかわ
あいかわ 

よないざわよないざわ 

北欧の杜公園
北欧の杜公園 

あきた北空港 

至比内 

三木田 

秋
田
内
陸
線

秋
田
内
陸
線 

国
道
２
８
５
号
線

国
道
２
８
５
号
線 

国
道
１
０
５
号
線

国
道
１
０
５
号
線 

李
岱
李
岱 

川井 

●
合
川
南
小

●
合
川
南
小 

至７号線 

至阿仁 

至
二
ツ
井

至
二
ツ
井 

あいかわ 

よないざわ 

北欧の杜公園 

あきた北空港 

至比内 

三木田 

秋
田
内
陸
線 

国
道
２
８
５
号
線 

国
道
１
０
５
号
線 

李
岱 

★ 

あじさいまつり 
会場会場 

★ 

川井 

●
合
川
南
小 

翠雲公園 

至７号線 

至阿仁 

至
二
ツ
井 あじさいまつり 

会場 

第

回
１７

第１８回北秋田市

米代川花火大会
１１７ （土）１１７ （土）

■プログラム

■お問い合わせ

　１９：００〜開会セレモニー
　１９：３０〜花火打ち上げ

会場：翠雲公園（三木田）

９:30～ 

10:00～ 

10:30～ 

11:00～ 

11:30～ 

11:30～ 

12:00～ 

13:00～ 

13:50～ 

14:10～ 

開会セレモニー 

歌謡ショー① 

あいかわ保育園児による野点 

さいころゲーム 

70メートル流しそうめん 

お楽しみイベント① 

スペシャルイベント 

歌謡ショー② 

お楽しみイベント② 

ウルトラマネーゲーム 

時間 内　容 

プログラムプログラム プログラム 

▼
▼

小雨決行※中止の場合、翌日開催

駐車場 花火大会会場 

⇒ 一方通行区間 

▼ 

車
両 

▼ 

歩
行
者 ⇒ 

鷹
巣
橋 

▼ 

▲  
▲ 

帰り 堤防通路 

★＝花火打ち上げ場所 

▼ 

米代川 

堤防通路 

会場付近
案内図

※交通規制　１７：００〜２２：００

工
事
中

工
事
中 

工
事
中 P★ 

★ 

米代川花火大会米代川花火大会

北秋田市米代川花火大会実行委員会　�６２−１８５１

■プログラム

■お問い合わせ

会
場
内
の
駐
車
場
は
混
み
合
い
ま
す
の

で
、お
車
で
お
越
し
の
際
は
、地
域
振
興
局
、

鷹
巣
体
育
館
な
ど
お
近
く
の
駐
車
場
を

利
用
さ
れ
、で
き
る
だ
け
徒
歩
で
ご
来
場

く
だ
さ
い
。 

お願いお願い

光と音が 
北秋田市の夜空に 
　　　舞い踊る！！ 

光と音が 
北秋田市の夜空に 
　　　舞い踊る！！ 

　８:５０ 
　９:５５ 
１１:０５ 

合川駅前発 翠雲公園発 

 無料送迎バス運行 

１０:３０ 
１１:３０ 
１４:３０ 
１５:３０ 

合川あじさいまつり合川あじさいまつり
第

回
１７

１２１２
（日）（日）
２０２０７７

（月）（月）

会場：翠雲公園（三木田）
すいうん すいうん 

◎お問い合わせ◎お問い合わせ 

　市役所商工観光課　市役所商工観光課 

　�７２－５２４３７２－５２４３ 

◎お問い合わせ 

　市役所商工観光課 

　�７２－５２４３ 

海の日海の日
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